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はじめに



内容は次のとおりです。

Oracle Data Visualizationの使用方法を理解し、データを検索および分析します。




	
対象読者


	
関連リソース


	
表記規則







対象読者


『Oracle Data Visualizationユーザーズ・ガイド』は、Oracle Data Visualizationを使用して分析用のデータのアップロードとブレンド、可視化内のデータの探索を行い、お気に入りのプロジェクトを操作するビジネス・ユーザーを対象としています。






ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。








関連リソース


関連するOracle Business Intelligenceのドキュメントのリストは、Oracle Business Intelligenceのドキュメント・ライブラリを参照してください。

また、次の内容も参照してください。

	
Oracle Business Intelligenceに関連するオンライン・トレーニングのリソースについては、Oracle Learning Libraryを参照してください。


	
製品情報センターに関するサポート・ノート(記事ID: 1267009.1)をMy Oracle Support(https://support.oracle.com)でアクセスしてください。









表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















Oracle Data Visualizationユーザー向けの新機能


アプリケーションに加えられた最新の機能について説明します。

このトピックでは、Oracle Data Visualizationの新機能について説明します。新しい機能は次のとおりです。

	
Oracle Applicationsのデータの可視化


	
データベースのデータの可視化


	
アップロードするデータ・ファイルのサイズ


	
アップロード済データ・ソースの変更


	
機能強化された新しい可視化タイプの使用


	
色スキームのカスタマイズ


	
プロジェクトのフィルタ・パネルの移動


	
データ・ラングリング — アップロード後のデータ・ソースの更新


	
読取り専用での他のユーザーとのレポートの共有


	
データの可視化の新しい方法


	
データ・ブレンドの変更





Oracle Applicationsのデータの可視化

既存のOracleアプリケーションの分析および論理SQL文をプロジェクトのデータ・ソースとして使用できます。Oracleアプリケーション・データ・ソースへの接続を参照してください。





データベースのデータの可視化

データベースのデータをプロジェクトのデータ・ソースとして使用できます。データベース・データ・ソースへの接続を参照してください。





アップロードするデータ・ファイルのサイズ

最大50 MBのサイズのデータ・ファイルをアップロードできるようになりました。データ・ソースとしてのスプレッドシートの追加についてを参照してください。





アップロード済データ・ソースの変更

アップロードされたデータ・ソースを変更できます(列の編集、プロジェクトで使用する新しい列の作成を含む)。アップロード済データ・ソースの変更を参照してください。





機能強化された新しい可視化タイプの使用

ドーナッツ・グラフを使用してデータを可視化し、トレンド線を使用してデータ系列を表示します。タイル、イメージおよびテキスト・ボックスのURLやインサイトにリンクし、Chrome for WindowsまたはAndroidを使用して説明を記述することもできます。可視化プロパティの調整を参照してください。





色スキームのカスタマイズ

カスタム色パレットを作成し、特定の方法でデータ要素に色を適用します。色の使用を参照してください。





プロジェクトのフィルタ・パネルの移動

フィルタ・パネルをデタッチおよび再添付して、可視化でデータを探索するためのキャンバスの領域を増やします。フィルタ・パネルの移動を参照してください。





データ・ラングリング — アップロード後のデータ・ソースの更新

既存のデータ・ソースを更新します(列の編集、プロジェクトで使用する新しい列の作成を含む)。アップロード済データ・ソースの変更を参照してください。





読取り専用での他のユーザーとのレポートの共有

他のユーザーにレポートへの制限されたアクセスを付与します。データの漏洩を心配することなく、他のユーザーが可視化を表示および操作できるようにします。相互作用の使用のみによるデータの調査を参照してください。





データの可視化の新しい方法

ドーナッツ・グラフ – 円グラフに似ています

タイル・ビュー – パフォーマンス・タイルにはデータの洗練された分析が表示されます

テキスト・ボックス – テキストを使用してデータに注釈を加えます

可視化タイプの変更を参照してください。





データ・ブレンドの変更

システムが2つのデータ・ソースからのデータを自動的に融合する方法を変更できます。データ・ブレンドの変更を参照してください。










1 Oracle Data Visualizationスタート・ガイド


ここでは、Oracle Data Visualizationの開始方法について説明します。






内容は次のとおりです。




	
Oracle Data Visualizationについて


	
Visual Analyzerについて


	
Visual Analyzerへのアクセス


	
ホーム・ページについて


	
Visual Analyzerのコンテンツの検索











Oracle Data Visualizationについて

Oracle Data Visualizationを使用すると、データを素早く検索し、データの持つ意味を発見することが簡単になります。Oracle Business Intelligenceリポジトリ内のデータおよびリポジトリの外のデータの分析を助けるツールや、使いやすい可視化ツール、データ管理ツールが付属しています。






Visual Analyzerについて



Visual Analyzerは、Oracle Data Visualizationの主要なデータ可視化ツールです。










Visual Analyzerへのアクセス


Oracle Business Intelligenceのホーム・ページから、Visual Analyzerにアクセスできます。


ホーム・ページから、複数の方法でVisual Analyzerにアクセスできます。

	
「作成」リストで、「Visual Analyzerプロジェクト」をクリックして、新しいキャンバスに進みます。


	
サムネイルで、Visual Analyzerプロジェクトを1つクリックします。






注意:

Visual Analyzerのホーム・ページから、アプリケーションを起動することもできます。詳細は、「ホーム・ページについて」を参照してください。












ホーム・ページについて


組織でOracle Visual Analyzerがすでに購入されている場合、ホーム・ページがOracle Business Intelligence Classic、Visual Analyzer、Oracle Business Intelligence Academy、Oracle Business Intelligence Administrationコンソールへのアクセス・ポイントです。

ホーム・ページでは、データ要素などの既存のアイテムを検索でき、また、検索語を使用して即時にデータの可視化を生成できます。

[image: GUID-3F4F97BC-2BD6-4F54-8895-D7438E9416CA-default.jpgの説明が続きます]









Visual Analyzerのコンテンツの検索


Visual Analyzerにより、プロジェクトで使用するコンテンツをすばやく簡単に検索できます。「検索」フィールドに文字を入力すると、Visual Analyzerによって自動的に検索が開始されます。


たとえば、「データ要素」ペインの「検索」フィールドを使用して、「売上」を含むすべてのデータ要素を検索できます。Visual Analyzerにより、プロジェクトに関連したデータ・ソースに含まれる一致する結果が戻されます。

[image: GUID-ECFBD8F9-19E0-4AB0-9671-87F396DB8AD2-default.gifの説明が続きます]


また、「データ・ソース」ペインの「検索」フィールドでは、アップロードしたデータ・ソース・ファイルに含まれるデータ・ソース名および列名を検索し、「可視化」ペインでは、可視化タイプを名前で検索できます。

Visual Analyzerのホーム・ページでの検索の詳細は、「ホーム・ページについて」を参照してください。










2 コンテンツの検索


ここでは、コンテンツを検索する方法について説明します。


内容は次のとおりです。

	
コンテンツを検索するための一般的なワークフロー


	
データ・ソースの選択


	
可視化へのデータ要素の追加


	
可視化でのデータのソート


	
キャンバス・レイアウトの調整


	
可視化タイプの変更


	
可視化プロパティの調整


	
色の使用


	
編集を元に戻すおよびやり直し


	
可視化編集を元に戻す


	
可視化コンテンツのリフレッシュ


	
フィルタを使用したデータの検索


	
その他の方法によるデータの検索


	
式の作成について


	
計算済データ要素の作成


	
可視化間の相互作用方法の指定


	
ストーリの作成


	
オーサリングなしでのデータの検索


	
モバイル・デバイスでのデータの検索













コンテンツを検索するための一般的なワークフロー


コンテンツを検索する一般的なタスクは、次のとおりです。


	タスク	説明	参照先
	
データソースの選択

	プロジェクトのサブジェクト領域または 外部データ・ソースを選択します。	
データ・ソースの選択


	
データ要素の追加

	選択したデータ・ソースから可視化にデータ要素を追加します。	
可視化へのデータ要素の追加


	
キャンバス・レイアウトの調整

	
可視化を追加、削除および再配置します。

	
キャンバス・レイアウトの調整


	
コンテンツのフィルタ

	
可視化に表示されるコンテンツを整理します。

	
フィルタを使用したデータの検索


	可視化相互作用プロパティを設定します	可視化を同期する方法を指定します。	
可視化間の相互作用方法の指定













データ・ソースの選択


プロジェクトでデータの検索を開始する前に、その情報のデータ・ソースを選択する必要があります。サブジェクト領域、Oracleアプリケーションまたはアップロード済データ・ファイル(Microsoft Excelスプレッドシート)をデータ・ソースとして選択できます。

たとえば、地域別の製品売上を検索する場合は、Sample Salesをデータ・ソースとして選択できます。
プロジェクト内のデータ・ソースを選択するには:




	「データ・ソースの追加」ダイアログで、可視化するデータが含まれている対象となるサブジェクト領域またはデータ・ソースを選択します。新規プロジェクトを作成すると、このダイアログが自動的に開きます。
詳細は、外部ソースからのデータの追加を参照してください。

[image: GUID-2BE8F96B-A541-4960-A685-47F9FB2ECA0F-default.gifの説明が続きます]



	プロジェクトに追加をクリックします。


注意:

既存のプロジェクトにデータ・ソースを追加するには、「データ要素」ペインで右クリックし、「データ・ソースの追加」リンクをクリックします。複数のデータ・ソースをプロジェクトに追加する場合は、それらを照合する必要があります。システムによってそれらが自動的に照合される場合もありますが、「ソース・ダイアグラム」オプションを使用して手動で照合する必要がある場合もあります。データ・ソースを照合しない場合、追加したデータ・ソースは「データ要素」ペインに表示されませんが、「データ・ソース」ペインには表示されます。データ・ソースを照合する方法の詳細は、追加したデータの融合を参照してください。













可視化へのデータ要素の追加


ここでは、可視化にデータ要素を追加する方法について説明します。


内容は次のとおりです。

	
ドロップ・ターゲットへのデータ要素の追加


	
可視化ドロップ・ターゲットへのデータ要素の追加


	
空白のキャンバスへのデータ要素の追加













ドロップ・ターゲットへのデータ要素の追加


プロジェクトのデータ・ソースを選択した後、メジャーや属性などのデータ要素を可視化に追加し始めることができます。


[image: GUID-423B1D42-AB5E-4DB0-B9F3-23ADEE5B7CCB-default.gifの説明が続きます]




注意:

「検索」ペインのオンとオフを切り替えるには、プロジェクト・ツールバーの「検索」ボタンをクリックします。



ドロップ・ターゲットにデータ要素を追加する方法には、次のようなものがあります。




	「データ要素」ペインから1つ以上のデータ要素をドラッグ・アンド・ドロップして「探索」ペインにターゲットをドロップするか、「データ要素」ペインのデータ要素をダブルクリックして、追加します。

データ要素は自動的に「探索」ペインの最善のドロップ・ターゲットに配置され、可視化レイアウトを最適化するために可視化タイプが変更される場合もあります。

[image: GUID-B8056354-F36F-4DDC-9E09-B98B2660BBA2-default.gifの説明が続きます]



注意:

[Ctrl]キーを押すと、複数のデータ要素を一度に選択できます。




	データ要素を「データ要素」ペインからドラッグして、「検索」ペインにすでに存在するデータ要素の上にドロップすると、ペインのデータ要素を置換できます。
	「検索」ペイン内にすでにあるデータ要素をドラッグして、ペインの別のデータ要素の上にドロップすれば、ペインのデータ要素を入れ替えることができます。
	データ要素トークンの「X」をクリックすれば、「検索」ペインからデータ要素を削除できます。





注意:

「色」ドロップ・ターゲットに属性を追加すると、個別の色がキャンバスに表示されますが、そのドロップ・ターゲットにメジャーを追加すると、1つの色の影のみが表示されます。これらの同じアクションを「ピボット」の可視化で実行すると、結果はヒート・マップになります。詳細は、色の使用を参照してください。


注意:

「値」ドロップ・ターゲットに複数のメジャーを追加すると、ほとんどの可視化で各メジャーが個別の色で表示されます。














可視化ドロップ・ターゲットへのデータ要素の追加


可視化ドロップ・ターゲットを使用すると、コンテンツの検索に最適な場所にデータ要素を配置しやすくなります。


可視化ドロップ・ターゲットにデータ要素を追加するには




	データ要素を(特定のドロップ・ターゲットではなく)可視化にドラッグ・アンド・ドロップすると、可視化の推奨ドロップ・ターゲットの回りに青いアウトラインが表示されます。可視化にデータ要素をドロップすると、最善のドロップ・ターゲットに自動的に移動します。

また、有効なドロップ・ターゲットの上にデータ要素を合わせると、データ要素の横に緑のプラス・アイコンも表示されます。

[image: GUID-85F9FA40-4662-4C94-AB30-FEF44765839B-default.gifの説明が続きます]




注意:

データ要素をドラッグ・アンド・ドロップする場所がよくわからない場合は、特定のドロップ・ターゲットではなく、可視化の任意の場所にデータ要素をドラッグ・アンド・ドロップします。キャンバスの最善のドロップ・ターゲットにデータ要素が自動的に追加されます。



可視化のドロップ・ターゲットにデータ要素をドロップするか、可視化の外にカーソルを移動すると、ドロップ・ターゲットは表示されなくなります。




	可視化にドロップ・ターゲットを再び表示するには、可視化ツールバーの「割当ての表示」をクリックします。この操作を使用して、作業中に可視化ドロップ・ターゲットを固定しておくこともできます。

[image: GUID-874FAC63-3AB6-44E7-82F0-7CD09AD332FC-default.gifの説明が続きます]








データ要素の追加、除去または移動の詳細は、「ドロップ・ターゲットへのデータ要素の追加」を参照してください。










空白のキャンバスへのデータ要素の追加


「データ要素」ペインから空白のキャンバスにデータ要素を直接追加できます。


空白のキャンバスにデータ要素を追加するには




1つ以上のデータ要素を、空白のキャンバスに、またはキャンバス内の可視化間にドラッグします。可視化が自動的に作成され、最善の可視化タイプおよびレイアウトが選択されます。たとえば、時間属性、製品属性および売上メジャーを空白のキャンバスに追加すると、最善の場所にデータ要素が配置され、「折れ線」の可視化タイプが選択されます。



[image: GUID-C7427491-92B0-470B-B8D8-C25B313E4F8A-default.gifの説明が続きます]




注意:

キャンバスに可視化がすでにある場合は、可視化の間でデータ要素をドラッグ・アンド・ドロップできます。












可視化でのデータのソート


可視化において大量のデータを使用しており、データの表示を最適化するためにソートが必要になる場合があります。

可視化においてデータをソートするには:


	「探索」ペインで、ソートするデータ要素をクリックします。
[image: GUID-9BC02E8F-B943-4629-8C02-DC0AFF38E189-default.gifの説明が続きます]



	「ソート」を選択します。
	「AからZ」や「低から高」などのソート・オプションを選択します。使用可能なソート・オプションは、ソートしているデータ要素に基づきます。









キャンバス・レイアウトの調整


キャンバスの可視化のルック・アンド・フィールを調整して、可視化をさらに魅力的な表示にできます。たとえば、可視化を作成して、キャンバスにコピーできます。次に、複製した可視化のデータ要素を変更して、可視化タイプを変更し、サイズ変更します。

キャンバス・レイアウトを調整するには


	キャンバスに可視化を追加するには、「可視化」アイコンをクリックして、「可視化」ペインからキャンバスに可視化タイプをドラッグ・アンド・ドロップします。または、プロジェクト・ツールバーの「可視化の追加」をクリックすることもできます。次に、1つの可視化または連続した複数の可視化の隣りに、新規可視化を配置できます。
	キャンバスから可視化を削除するには、可視化を右クリックして、「可視化の削除」を選択します。
	キャンバスの可視化を再配置するには、移動先の場所(可視化の間のスペース)に可視化をドラッグ・アンド・ドロップします。ターゲット・ドロップ領域は青色で強調表示されています。
	可視化のサイズを変更するには、カーソルでエッジをドラッグしてサイズを設定します。
	キャンバスの可視化をコピーするには、可視化を右クリックして、「可視化のコピー」を選択します。
	コピーした可視化をキャンバスに貼り付けるには、キャンバスを右クリックして、「可視化の貼付け」を選択します。









可視化タイプの変更


可視化タイプを変更して、検索するデータのグラフ表示を最大化できます。


選択したデータ要素に基づいて、可視化タイプが自動的に選択されます。ただし、このようになるのは、キャンバスの空白領域にデータ要素をドラッグして、新規可視化を作成した場合のみです。可視化が作成されると、そこに追加のデータ要素をドラッグしても、可視化タイプは自動的に変わりません。

タイプや目的で可視化タイプを検索することもできます。たとえば、円グラフやドーナツ・グラフなどの割合の比較に使用する可視化タイプを検索できます。
[image: GUID-22D4308A-CBC9-48FD-B263-EF9DA9B70BE9-default.gifの説明が続きます]




可視化タイプを変更するには:




	キャンバスで可視化を選択して、可視化ツールバーで「可視化タイプの変更」をクリックします。
[image: GUID-6A13D043-3032-4FCA-8309-6631BBF8091F-default.gifの説明が続きます]




注意:

「可視化」ペインからキャンバスに可視化をドラッグして新規可視化をキャンバスに追加することもできます。

[image: GUID-CCBFC4D9-00D4-46E2-9F45-4C6F79B36009-default.jpgの説明が続きます]



	ビュー選択ダイアログで、可視化タイプを選択します。たとえば、「棒」から「積上げ棒」に可視化タイプを変更します。


注意:

任意の可視化タイプを選択できますが、青で表示される可視化タイプが、選択したデータ要素およびキャンバス内の配置に基づいて薦められている可視化タイプです。

[image: GUID-019614D7-6CDF-4DB2-BA64-49F85762DF75-default.gifの説明が続きます]


可視化タイプを変更すると、一致するドロップ・ターゲット名にデータ要素が移動されます。新規可視化タイプと等価のドロップ・ターゲットが存在しない場合、「未使用」のラベルが付いたドロップ・ターゲットにデータ要素が移動されます。その後、希望するドロップ・ターゲットに移動できます。











可視化プロパティの調整


デフォルトの選択でほとんどの状況が処理可能なため、通常、可視化プロパティを変更する必要はありません。凡例の非表示、軸ラベルの変更またはURLリンクの追加などの調整は必要になる場合があります。


可視化プロパティを調整するには:




	アクティブな可視化ツールバーで、「アクション」をクリックし、「プロパティ」を選択して「プロパティ」ダイアログを表示します。
[image: GUID-FEB76ACC-B801-4DD4-90C0-9C50AFD4D7DE-default.gifの説明が続きます]


編集できるプロパティは、処理している可視化のタイプに応じて異なります。


	可視化プロパティを調整する:


	「プロパティ」タブ	説明
	分析	可視化に含まれているメジャーの最小値や最大値で表示する、参照線、トレンド線および範囲を追加します。
	軸	横値軸ラベルと縦値軸ラベル、および軸開始値と軸終了値を設定します。
	エッジ・ラベル	行合計や列合計を表示や非表示にし、ラベル・テキストを折返します。
	一般	タイトルを書式設定し、凡例を配置して説明をカスタマイズします。
	相互作用	タイル、イメージおよびテキスト・ボックスの可視化に関するインサイトへのURLまたはリンクを追加します。
WindowsやAndroid向けのChromeを使用している場合は、「説明」テキスト・フィールドに、音声での説明の記録に使用できる「音声入力」ボタン(マイクロホン)が表示されます。


	スタイル	テキストの可視化のための背景色と境界色を設定します。
	値	合計や平均などの集計メソッド、およびパーセントや通貨などの数値書式設定を含めた、データ値表示オプションを指定します。
















色の使用


ここでは、プロジェクト内と可視化での色の使用について説明します。


内容は次のとおりです。

	
プロジェクトへの色の適用


	
可視化の色の設定













プロジェクトへの色の適用


色を使用して、キャンバス上で可視化をよりダイナミックに表示できます。たとえば、一連のメジャー(「Sales」と「Costs」)や一連の属性値(「2015」と「2016」)に色を付けることができます。


可視化には、メジャーや属性セットを含むことができる、色ドロップ・ターゲットもあります。メジャーに色を付ける場合は、連続する色設定が使用され、メジャーの色の明るさはメジャー値に基づきます。属性に色を付ける場合は、系列の色設定が使用され、系列内の各属性値に1色が割り当てられます。デフォルトでは、色は現在のパレットに基づいて自動で割り当てられますが、系列色はカスタマイズすることもできます。




プロジェクトに色を適用するには:


	プロジェクト全体に色を適用するには、ツールバーの「キャンバス設定」ボタンをクリックしてから、「プロジェクト・プロパティ」を選択します。使用する色系列を選択するか、新しいカスタム色パレットを作成します。
[image: GUID-A50C39C9-2BBC-47A9-8F1B-D580A6B6FFDB-default.gifの説明が続きます]


色は連続で適用され、各メジャーに固有の色が付けられます。各メジャーに1色が割り当てられ、その色割当は、ユーザーがそのプロジェクトで作業している間は維持されます。


	高コントラストな連続する色設定を適用するには、プロジェクト・ツールバーで「キャンバス設定」をクリックし、「プロジェクト・プロパティ」を選択してから、「自動」リンクをクリックし、「高コントラスト」を選択します。
[image: GUID-D1633171-9895-47F9-9C4D-244A2B602A65-default.gifの説明が続きます]


高コントラストにより、人間の視覚に基づく最適な色描写が可能になります。たとえば、メジャーを使用して、基本色より明るい影や暗い影でデータ・ポイントに色を付けることができます。


	カスタム・パレットを作成するには、プロジェクト・ツールバーで「キャンバス設定」をクリックし、「プロジェクト・プロパティ」を選択してから、「デフォルト」リンクをクリックし、「パレットの追加」を選択します。「パレットの追加」ダイアログで、パレットを設定し、それをアクティブ化します。
	すべての色をプロジェクトのデフォルトにリセットするには、プロジェクト・ツールバーの「キャンバス設定」をクリックしてから、「色のリセット」を選択します。これにより、それまでに行ったすべての色管理変更がオーバーライドされます。


注意:

プロジェクト・ツールバーの「元に戻す」ボタンと「やり直し」ボタンを使用して、前に戻ることや先に進んで色を付けることもできます。詳細は、編集を元に戻すおよびやり直しを参照してください。













可視化の色の設定


キャンバス内の特定の可視化に色を使用できます。系列色設定およびデータ・ポイント色設定は、プロジェクト内のすべての可視化にわたり共有されます。そのため、1つの可視化において系列色やデータ・ポイント色を変更した場合、これは他の可視化での色に影響する可能性があります。

可視化での色を設定するには:


	可視化での属性とメジャーへの色割当を管理するには、可視化を右クリックしてから、「色」、「色割当の管理」の順に選択します。
[image: GUID-3A0AC276-84F5-4E30-B44C-FA7B3C96AB9F-default.gifの説明が続きます]


次に、系列色をリセットするか、別の色パレットを系列で選択できます。「系列色のリセット」をクリックした場合は、可視化が再度レンダリングされ、可視化での現在のデータ要素色のみがリセットされます。

[image: GUID-26EE0447-3F94-4F12-BAD9-CB2CC2EEFCD2-default.gifの説明が続きます]



	特定の可視化において属性とメジャーに対する系列色およびデータ・ポイント色のオーバーライドをリセットするには、可視化を右クリックしてから、「色」、「可視化色のリセット」の順に選択します。


注意:

プロジェクト内のすべての可視化に対して系列色およびデータ・ポイント色のオーバーライドをリセットすることもできます。プロジェクトへの色の適用を参照してください。




	可視化においてデータ・ポイントで色を設定するには、可視化を右クリックしてから、「色」、「データ・ポイント(HomeView)」の順に選択します。これはホーム・ビュー値であり、色はその可視化での系列に適用されます。
[image: GUID-B40FFAE9-6761-4B2A-8FF3-EA8D7F28BFFC-default.gifの説明が続きます]








注意:

色管理ツールは、タイル以外のすべての可視化タイプに適用されます。












編集を元に戻すおよびやり直し


最後のアクションをすばやく元に戻した後、やり直すことができます。たとえば、選択した可視化タイプが気に入らない場合、別のタイプを試したり、ドリルの前にいた場所に戻ることができます。これらのオプションは、別の可視化を試みる場合に特に便利です。

可視化編集を元に戻したりやり直すには



プロジェクト・ツールバーの最後の編集を元に戻すまたは最後の編集のやり直しボタンをクリックします。

[image: GUID-045EA7D3-8FE6-4DD0-9910-AE08C73E859A-default.gifの説明が続きます]


注意:

[Ctrl] + [Z]キーを押して編集を元に戻し、[Ctrl] + [Y]キーを使用して編集をやり直すこともできます。












可視化編集を元に戻す


プロジェクトで行った編集を簡単に取り消すことができます。たとえば、データ要素を可視化の別のドロップ・ターゲットに移動して、その変更が気に入らない場合、変更を簡単に元に戻すことができます。


プロジェクトを最後に保存した後に行った編集を元に戻すには、プロジェクト・ツールバーの「キャンバス設定」をクリックし、「保存済に戻す」を選択します。










可視化コンテンツのリフレッシュ


より新しいデータセットをプロジェクトで検索できるかどうかを確認するには、データ・ソースのデータおよびメタデータをリフレッシュできます。

プロジェクトに表示されたデータおよびメタデータをリフレッシュするには:



	
プロジェクト・ツールバーの「キャンバス設定」をクリックして、「データのリフレッシュ」を選択します。このアクションでは、データ・キャッシュがクリアされ、問合せが再実行されて、データ・ソースから最新データが取得されてキャンバスに表示されます。


	
プロジェクト・ツールバーの「キャンバス設定」をクリックして、「メタデータとレポートのリフレッシュ」を選択します。

このアクションによりデータがリフレッシュされ、作業開始後に変更されたいずれかのプロジェクト・メタデータもリフレッシュされます。たとえば、プロジェクトで使用されているサブジェクト・エリアに、列を追加するとします。このメニューを使用して、新しい列をプロジェクトに表示します。













フィルタを使用したデータの検索


ここでは、フィルタを使用してコンテンツを検索する方法について説明します。


内容は次のとおりです。




	
フィルタについて


	
フィルタ・タイプについて


	
自動的に適用されるフィルタについて


	
フィルタの作成


	
フィルタ・パネルの移動


	
範囲フィルタの適用


	
リスト・フィルタの適用


	
日付フィルタの適用


	
式フィルタの作成











フィルタについて


フィルタにより、可視化において表示されるデータの量を減らし、キャンバス内のすべての可視化に対してデータ・セットを決定します。

様々なフィルタ設定を使用して、簡単にデータ・フィルタ要素を検索できます。リスト・フィルタの場合は、大/小文字を区別した検索、およびパターン(ワイルドカード)検索を使用できます。パターン一致検索では、*文字と?文字を使用します。「\*」を使用すると、テキスト内の*文字が検索されます。

フィルタ・バーに複数のフィルタがある場合は、フィルタを別の配置にドラッグして並べ替えることができます。

可視化がマスター詳細関係と接続されている場合は、マスター可視化のデータをクリックすれば、詳細可視化をフィルタできます。

注意:

キャンバス上部のフィルタ・バーのフィルタで、キャンバスのすべての可視化をフィルタします。「可視化の同期」をオフにすると、各可視化の上にフィルタ・バーが追加されます。この小さなフィルタ・バーはその可視化のみに適用されます。詳細は、「可視化間の相互作用方法の指定」を参照してください。










フィルタ・タイプについて


「範囲」、「リスト」、「日付」および「式」などの、様々なタイプのフィルタを適用できます。フィルタ・タイプは、フィルタするデータのタイプに基づいて自動的に割り当てられます。


コンテンツの検索に使用できるフィルタ・タイプは次のとおりです。

	
範囲フィルタは、メジャーであるデータ要素に適用されます。範囲フィルタは、$100,000から$500,000の売上のように連続した値の範囲にデータを制限します。範囲フィルタのヒストグラム・スライダを使用して、対話形式で範囲を調整すれば、値の分布と範囲との関連性を解釈できます。「範囲フィルタの適用」を参照してください。


	
リスト・フィルタは、日付タイプ以外のディメンションであるすべてのデータ要素に適用されます。リスト・フィルタは、データ要素の不連続なメンバーを選択する場合にデータを制限します。「リスト・フィルタの適用」を参照してください。


	
日付フィルタでは、カレンダ・コントロールを使用して時間または日付の選択を調整します。1つの連続的な日付範囲を選択します。「日付フィルタの適用を参照してください。


	
式フィルタでは、複数のデータ要素にまたがる拡張フィルタリングを設定できます。「式フィルタの作成」を参照してください。













自動的に適用されるフィルタについて


リスト・フィルタには、自動適用オプションがデフォルトで設定されます。


「自動適用フィルタ」がオン(選択済)の場合は、フィルタで選択した内容が選択処理中に直接適用されます。「自動適用フィルタ」がオフ(未選択)の場合、フィルタで選択する内容は、「リスト・フィルタ」パネルの右下の「適用」ボタンをクリックするまでキャンバスに適用されません。

フィルタ・バーの右上にマウス・カーソルをあわせて、「アクション」アイコンをクリックし、「自動適用フィルタ」を選択すれば、リスト・フィルタの自動適用をオフにできます。

[image: GUID-34A253EB-B2F5-4C54-9D1B-BCDE6BB299D2-default.jpgの説明が続きます]











フィルタの作成


フィルタは明示的に作成されますが、ドリルや可視化など、その他のアクションの結果として暗黙的に作成することもできます。


プロジェクトにフィルタを追加するには、次のようにします。




	「データ要素」ペインからデータ要素をフィルタ・バーにドラッグします。
	「データ要素」ペインからデータ要素を右クリックして、「フィルタの作成」を選択します。
	「検索」ペインからデータ要素をフィルタ・バーにドラッグします。
	「フィルタ」バーで、「フィルタの追加」(プラス記号)をクリックしてデータ要素ダイアログを表示してから、データ要素をクリックしてそれを追加します。
	オプションで、「式フィルタの作成」の説明に従って式フィルタを追加します。





注意:

マスター詳細関係の一部である可視化を操作する場合は、マスター可視化でのデータの選択内容によって、キャンバスの他のすべての可視化にフィルタが適用されます。マスター詳細関係および可視化の同期の詳細は、「可視化間の相互作用方法の指定」を参照してください。












フィルタ・パネルの移動


キャンバス内の別の位置にフィルタ・パネルを移動する必要がある場合があります。これは、フィルタ・パネルをキャンバスから移動して、行ったフィルタ変更がキャンバス上のコンテンツにどのように影響したかの確認を容易にするために役立ちます。


	
フィルタ・バーからフィルタ・パネルをデタッチするには、マウスをハサミに変わるまでフィルタ・パネルの上部にあわせてから、左クリックしてパネルをデタッチし、キャンバス上の別の場所にそれを移動します。

[image: GUID-F706A8DE-CCEE-40EE-8116-9107ECED4FC8-default.gifの説明が続きます]

	
パネルをフィルタ・バーに再添付するには、パネル再添付アイコンをクリックします。

[image: GUID-8E84D261-4A59-4DBF-B2F2-DA4BBC65C29B-default.gifの説明が続きます]












範囲フィルタの適用


可視化に範囲フィルタを追加した後、含まれる選択内容を変更できます。

範囲フィルタを使用するには、次の手順を実行します。


	フィルタ・バーで、フィルタをクリックして「範囲」リストを表示します。
	「範囲」リストで、「別」をクリックして「選択項目」リストを表示します。
キャンバスでフィルタ処理されるすべてのメンバーは、名前の横にチェック・マークが表示されます。


	必要に応じて、「選択項目」リストで、選択内容のリストから削除する選択済メンバーについてメンバーをクリックします。
選択されていたメンバーの横に表示されたチェック・マークが消えます。


	必要に応じて、「選択項目」リストで、選択内容のリストに追加する非選択済メンバーについてメンバーをクリックします。
選択したメンバーの横にチェック・マークが表示されます。


	必要に応じて、ヒストグラムのスライダを移動してフィルタ処理する範囲を設定します。デフォルトの範囲は最小から最大ですが、スライダを移動すると、「開始」フィールドと「終了」フィールドが設定する範囲に適合します。
	フィルタ以外の場所をクリックして、フィルタ・パネルを閉じます。









リスト・フィルタの適用


リスト・フィルタを可視化に追加すると、それに含まれる選択済メンバーを変更できるようになります。

リスト・フィルタを使用するには:


	フィルタ・バーで、フィルタをクリックして「選択項目」リストを表示します。
	オプションで、「選択項目」リストの左側の「検索」フィールドを使用して、フィルタに追加するメンバーを検索します。
	メンバーのリストを下にスクロールして(または検索結果から)、「選択項目」リストに追加するメンバーを1回クリックします。
	オプションで、「選択項目」リストにさらにメンバーを追加します。
	オプションで、「選択項目」リストで、選択内容のリストから削除するメンバーをクリックして、メンバーをキャンバスからフィルタで除外できます。
	オプションで、「選択項目」リストで、メンバーの横の目のアイコンをクリックすれば、メンバーをキャンバスからフィルタで除外しても選択内容のリストからは削除されません。
	オプションで、「選択項目」リストで、上部にあるアクション・アイコンをクリックし、「選択項目を除外する」を選択すると、選択項目のリストからこれらのメンバーを除外できます。
	オプションで、フィルタ・パネルの下部にある「すべて追加」または「すべて削除」をクリックして、「選択項目」リストに対して一度にすべてのメンバーを追加または削除できます。
	フィルタ以外の場所をクリックして、フィルタ・パネルを閉じます。
	オプションで、一度にフィルタの選択内容をクリアするまたはすべてのフィルタを除去するには、フィルタ・バーを右クリックして、「フィルタ選択項目のクリア」または「すべてのフィルタの除去」を選択します。
	オプションで、単一のフィルタを除去するには、フィルタ・バーを右クリックして、「フィルタの除去」を選択します。









日付フィルタの適用


可視化に日付フィルタを追加すると、それに含まれる選択内容を変更できます。

日付フィルタを使用するには:


	フィルタ・バーでフィルタをクリックしてカレンダ日付リストを表示します。
	「開始」カレンダで、フィルタする範囲が始まる日付を選択します。
「前」矢印と「次」矢印を使用して、時間を前後に移動するか、ドロップダウン・リストを使用して月や年を変更します。


	「終了」カレンダで、フィルタする範囲が終わる日付を選択します。
	オプションで、最初からやり直して新しい日付を選択するには、フィルタ内で、「アクション」をクリックして、「フィルタ選択項目のクリア」を選択します。
	フィルタ以外の場所をクリックして、フィルタ・パネルを閉じます。









式フィルタの作成


フリー・フォーム・フィルタが必要な場合は、式を作成できます。式フィルタは、1つ以上のデータ要素を参照できる式の形式でフィルタを指定できるフィルタの特別なタイプです。たとえば、次のような式フィルタを作成できます。"Sample Sales"."Base Facts"."Revenue" — "Sample Sales"."Base Facts"."Target Revenue"。このフィルタを適用すると、売上目標が達成されなかったアイテムのみが表示されます。


式ビルダーを使用して式を作成します。データ要素を式ビルダーにドラッグ・アンド・ドロップして、適用する演算子を選択できます。適用する前に、式は有効化されます。

属性またはメジャーの式フィルタを作成するには:




	フィルタ・バーの「アクション」をクリックして、「式フィルタの追加」を選択します。
	「式フィルタ」パネルで式を作成します。詳細は、「式の作成について」を参照してください。
	「ラベル」フィールドに式の名前を入力します。
	オプションで、「検証」をクリックして、構文が正しいかどうかを確認します。
	必要に応じて、エラーを修正します。
	「適用」をクリックします。キャンバスの可視化に式が適用されます。
	フィルタ・パネル以外の場所をクリックすると、キャンバスに結果が表示されます。


式ビルダーを使用して計算を作成できますが、これは式フィルタの作成とは異なります。計算の作成の詳細は、「計算済データ要素の作成」を参照してください。








その他の方法によるデータの検索


可視化にフィルタを追加するときにデータの特定の側面にフォーカスを絞り込むこともできますが、データを調査するために他の様々な分析アクション(ドリル、ソート、選択など)を実行できます。このトピックで説明されている分析アクションを実行すると、自動的にフィルタが適用されます。


[image: GUID-514C5568-F89D-43A1-B11B-78F959107E3C-default.gifの説明が続きます]


可視化のコンテンツを右クリックするときに実行できるいくつかの分析アクションを示します。




	製品名のアルファベット順など、可視化の属性をソートするには、「ソート」を使用します。表ビューを操作している場合、システムは常に左側の列を最初にソートします。特定の値が左側の列に表示されている場合、中央の列をソートできないことがあります。たとえば、左側の列が「Product」で、中央の列が「Product Type」である場合、「Product Type」列はソートできません。この問題を回避するには、列の位置を入れ替えてソートを再試行します。
	データ要素にドリルするには、「ドリル」を使用します。四半期内の週にドリルするなど、データ要素内の階層をドリルできます。複数のデータ要素を使用して非同期にドリルすることもできます。たとえば、ピボット表の列である2つの異なる年メンバーを選択し、そのメンバーにドリルして詳細を表示できます。
	可視化内の特定の属性に直接ドリルするには、[属性名]へのドリルを使用します。
	選択済メンバーのみを保持し、可視化およびリンクされた可視化から他のすべてのメンバーを削除するには、選択項目を保持を使用します。たとえば、特定の販売担当者によって生成された販売のみを保持できます。
	可視化およびリンクされた可視化から選択済メンバーを除去するには、「選択済の除去」を使用します。たとえば、選択から東部地域と西部地域を削除できます。
	最小値、最大値など、可視化に表示されている重要なファクトを強調表示するために参照線を追加するには、参照線または帯の追加を使用します。たとえば、最大売上額の可視化に参照線を追加できます。最小および最大売上額が売上軸のどこに位置するかをより明確に示すために、参照帯を追加することもできます。


注意:

可視化に参照帯を追加するには、右クリックして参照線の追加を選択し、「プロパティ」ダイアログを表示します。「分析」タブの「メソッド」フィールドで、「線」を帯に切り替えます。詳細は、可視化プロパティの調整を参照してください。













式の作成について


式フィルタまたは計算で使用する式を作成できます。式フィルタと計算の両方に対して式ビルダーを使用します。式フィルタに対して作成する式はブール(つまり、trueまたはfalseに評価される式)である必要があります。計算用に作成する式にはこのような制限はありません。


注意:

式フィルタと計算の両方に対して式を作成しますが、最終結果は異なります。計算は、可視化に追加できる新規データ要素です。一方、式フィルタは、フィルタ・バーに表示されるのみで、データ要素として可視化に追加されることはありません。式フィルタは計算から作成されますが、計算は式フィルタから作成することはできません。詳細は、「計算済データ要素の作成」および「式フィルタの作成」を参照してください。

式は様々な方法で作成できます。
	
式ビルダーにテキストと関数を直接タイプして入力できます。


	
「データ要素」ペインからデータ要素を追加(ドラッグ・アンド・ドロップまたはダブルクリック)できます。


	
関数パネルから関数を追加(ドラッグ・アンド・ドロップまたはダブルクリック)できます。






式要素の詳細は、「式エディタのリファレンス」を参照してください。








計算済データ要素の作成


「計算の追加」ダイアログを使用して、新規データ要素(通常はメジャー)を作成し、可視化に追加できます。たとえば、「Profit」という新しいメジャーを作成できます。この新しいデータ要素には、「Revenue」および「Discount Amount」メジャーが関係している可能性があります。

計算を追加するには:


	次の2つの方法のどちらかで「計算の追加」ダイアログを起動します。
	「データ要素」ペーンの下部にある「計算の追加」をクリックします。
	「データ要素」ウィンドウで「マイ計算」フォルダを右クリックし、「計算の追加」を選択します。



	式ビルダーで、式を作成します。「式の作成について」を参照してください。
たとえば、「profit」という新しいメジャーを作成するために、次の式を作成します: "Sample Sales"."Base Facts"."Revenue"-"Sample Sales"."Base Facts"."Discount Amount"。


	オプションで、「検証」をクリックします。
	「表示」 フィールドで、データ要素名を入力します。
	「保存」をクリックします。
新規データ要素が作成され、他のデータ要素の場合と同様に可視化で使用できます。たとえば、可視化ドロップ・ターゲットやフィルタで使用できます。











可視化間の相互作用方法の指定


可視化間の相互作用方法を指定できます。多くの場合、こうした相互作用はマスター詳細関係を伴います。


可視化の同期設定を使用して、キャンバス上の可視化の相互作用の方法を指定します。デフォルトでは、可視化は自動同期化にリンクされています。可視化の同期の選択を解除すると、自動同期化に対する可視化のリンクを解除できます。

[image: GUID-6681C810-D795-409B-A449-451E74AAAF92-default.jpgの説明が続きます]





	可視化の同期がオンの(選択されている)場合:

フィルタを作成するすべてのフィルタおよびアクション(「ドリル」、「選択済の保持」、「選択済の除去」)は、キャンバスのすべての可視化に適用されます。たとえば、複数の可視化がキャンバスにある場合に、1つの可視化にドリルインすると、対応するフィルタがフィルタ・バーに追加され、キャンバス内のすべての可視化に影響を与えます。




	可視化の同期がオフの(選択されていない)場合:
	
「ドリル」または「選択済の保持」などの分析アクションは、アクションを適用した可視化のみに影響を与えます。このモードでは、各可視化の上の小さなフィルタ・バーにフィルタが表示されます。


	
すべての可視化のコンテキスト・メニューから利用できる「マスターとして使用」,という追加オプションがあります。特定の可視化に対して「マスターとして使用」をオンにすると、それがキャンバスのマスター可視化になります。つまり、マスターでデータを選択すると、キャンバスの他のすべての可視化にフィルタが適用されます。

[image: GUID-F104E81D-73A9-4196-85B2-C46DE8C77E48-default.jpgの説明が続きます]











注意:

キャンバスごとに指定できるマスター可視化は、ゼロまたは1つです。



可視化がマスターとして設定されると、その名前の前に青いMの丸印が表示されます。

[image: GUID-3D78537E-AD05-4841-B052-72FCE68D8315-default.pngの説明が続きます]











ストーリの作成


ここでは、インサイトの取得、それらのストーリへのグループ化、および他のユーザーとの共有の方法について説明します。


内容は次のとおりです。




	
インサイトの取得


	
ストーリの形成


	
ストーリの共有











インサイトの取得


可視化においてデータを掘り下げて調べる場合は、インサイト内で主要情報を取得できます。インサイトは、他のユーザーとそれらを共有する準備が整うまでに、必要に応じて何度でも変更して洗練させることができます。


インサイトは、可視化において表示される情報のスナップショットを取ることができ、データを使用しながら理解できた瞬間を思い出すために役立ちます。インサイトはストーリの形で共有できますが、そのようにする必要性はありません。それらは、理解できた瞬間の単なる個人用リストとして残し、ことによっては、後でそのリストに戻って、さらに調査することができます。複数のインサイトを1つのストーリに結合することや、それらを可視化にリンクさせることができます。可視化へのインサイトのリンクの詳細は、可視化プロパティの調整を参照してください。






注意:

インサイトでは、データのスナップショットは作成できません。特定の時点でのプロジェクト定義のスナップショットのみが作成されます。自分以外のユーザーが同じインサイトを表示したが、そのユーザーがそのデータに対して異なる権限を持っている場合は、そのユーザーには自分とは異なる結果が表示される場合があります。







インサイトを作成するには:


	次のいずれかのアクションを実行します。
	プロジェクトで「インサイト」タブをクリックして「インサイト」ペインを表示し、「インサイトの追加」をクリックします。
[image: GUID-B442ACA4-DB34-46E7-9865-C1023CB46F90-default.jpgの説明が続きます]



	キャンバス・ツールバーで「ストーリ・ナビゲータ」をクリックし、「ストーリ・ナビゲータ」ペインで「インサイトの追加」をクリックします。
[image: GUID-F2943605-6B5B-4337-B9D7-F3B769F60422-default.jpgの説明が続きます]







注意:

[Ctrl]+[I]キーを押すことで、インサイトを素早く作成することもできます。




	「インサイト」テキスト・ボックスで、下向き矢印をクリックし、「編集」を選択します。
[image: GUID-7575EB44-D782-428F-9833-0C9A04FA2C51-default.jpgの説明が続きます]



	「説明」フィールドに、その時点で可視化に表示されているデータについて、認識していることを説明するテキストを入力します。
[image: GUID-BD78493D-FBDA-40C6-97C9-BEF01FFFC6BE-default.jpgの説明が続きます]



	インサイトの追加を続行して、データの調査についてのストーリを作成します。
ストーリは「ストーリ・ナビゲータ」ペインで作成され、各インサイトが青い円として表示されます。

[image: GUID-E0D757CF-27C6-4E8F-88A4-381BE8C010BD-default.jpgの説明が続きます]




注意:

インサイトに塗りつぶされた三角形がある場合、それがプロジェクトの現在の状態と一致することを示します。そのインサイトから移動した場合、その三角形は輪郭のみになります。これは、ストーリを作成したり、移動している場合に役立ちます。これと同様の塗りつぶしや輪郭の扱いが、ストーリ・ナビゲータでの現在のステップを表す円にも適用されます。




ストーリの変更と共有の詳細は、ストーリの形成およびストーリの共有を参照してください。













ストーリの形成


ストーリ内でインサイトの作成を開始した後、そのストーリのルック・アンド・フィールを洗練させることができます。たとえば、別のインサイトを含めることや、インサイト・タイトルを非表示にすることができます。



注意:

1つのプロジェクト内に1つのストーリのみを含むことができます。




ストーリを形成するには:


	キャンバス・ツールバーで、「ストーリ・ナビゲータ」をクリックします。
	「ストーリ・ナビゲータ」ペインで、「メニュー」をクリックします。
[image: GUID-84F6CE41-2D2C-45D0-8C97-BCD804243648-default.jpgの説明が続きます]



	次のような方法でストーリを形成します。

	
インサイトを編集します。


	
インサイトを含めるか除外します。


	
インサイトのタイトルや説明を表示または非表示します。


	
「インサイト」ペイン上のインサイトを目的の位置にドラッグ・アンド・ドロップすることで、ストーリ内のインサイトを再配置します。濃い青の線は、インサイトの配置先となる場所を示します。

[image: GUID-2017CEB1-7773-4B38-B3D8-70F9C1ACE527-default.jpgの説明が続きます]



	
キャンバス上の可視化間でインサイトをドラッグ・アンド・ドロップします。








注意:

トレンド線の追加、チャート・タイプの変更、またはテキスト可視化の追加など、インサイトのキャンバス・コンテンツを変更できます。表示しているインサイトに変更を加えると、くさび形(「インサイト」ペイン内)またはドット(ストーリ・ナビゲータ内)が輪郭のみになります。「更新」を選択した場合は、その変更内容でインサイトが更新され、くさび形またはドットが再度青色に塗りつぶされます。













ストーリの共有


ストーリを保存したら、プロジェクトURLを使用してそれを他のユーザーと共有できます。


ユーザーがストーリを表示するのに最も適した方法は、プレゼンテーション・モードでの表示です。パラメータreportMode = presentationをプロジェクトURLに追加してから、電子メールやインスタント・メッセージなどでそのURLを直接他のユーザーと共有することで、プロジェクトをすべてのユーザーに対して表示専用に設定できます。プレゼンテーション・モードの詳細は、合理化されたコンテンツの表示を参照してください。






注意:

プロジェクト作成者がストーリ・ナビゲータを起動してからプレゼンテーション・モードに移った場合、プロジェクト作成者にはストーリ・ナビゲータのみが表示されます。










オーサリングなしでのデータの検索


ここでは、作成者が作成者以外にデータを壊されることを心配する必要なくプロジェクト内の他のユーザーとやり取りできる方法について説明します。


内容は次のとおりです。

	
相互作用の使用のみによるデータの調査


	
合理化されたコンテンツの表示













相互作用の使用のみによるデータの調査


プロジェクトのコンテンツ作成者は、プロジェクトの整合性を保ちながら、表示専用ユーザーとプロジェクト上でやり取りできます。表示専用ユーザーには、不要なオーサリング・コンテンツ・コントロールが表示されることなく、プロジェクト・データの最適化されたビューが表示されます。

表示専用ユーザーは、プロジェクトの作成、データの変更、可視化の編集またはキャンバス・レイアウトの変更などのオーサリング・タスクは実行できないため、プロジェクト・コンテンツを調査している間にそのようなコントロールが表示されることはありません。

ただし、表示専用ユーザーには次のことができます:

	
可視化において制約なくデータをフィルタできます。詳細は、フィルタを使用したデータの検索を参照してください。


	
データ要素のソートとドリルなど、プロジェクト作成者から提供されたデータを掘り下げて調べるために、分析関数を実行できます。詳細は、その他の方法によるデータの検索を参照してください。


	
プロジェクトにおいて元に戻すアクションとやり直しアクションを実行できます。詳細は、編集を元に戻すおよびやり直しを参照してください。





注意:

表示専用ユーザーは、より簡潔なモードでプロジェクトを見るために、プレゼンテーション・モードを使用することもできます。このモードでは、ヘッダーはなく、既存のフィルタ選択項目を開いて編集することのみが可能なフィルタ・バー・コントロールがあります。プレゼンテーション・モードの詳細は、合理化されたコンテンツの表示を参照してください。








合理化されたコンテンツの表示


プレゼンテーション・モードを使用すると、できるかぎり最も合理化した方法で(つまり、キャンバス・ツールバーまたはオーサリング・オプションなしで)プロジェクトを探索および表示できます。


プレゼンテーション・モードでは、コンテンツを作成する必要のない他のユーザーとこのビューを簡単に共有することもできます。

プレゼンテーション・モードでコンテンツを表示するには:

	
キャンバス・ツールバーで「プレゼンテーション・モード」をクリックします。

[image: GUID-7D3DB92B-5C78-4905-A537-A5EB900B66BB-default.jpgの説明が続きます]


[image: GUID-CCC7E028-9C8E-4ABE-82CB-064118447285-default.jpgの説明が続きます]


プレゼンテーション・モードでは、表示専用ユーザーは、現在のフィルタ選択項目の非表示、オープンおよび編集と、ストーリ、インサイトおよびディスカッションの検索が可能ですが、何も変更することはできません。表示専用ユーザーは、プレゼンテーション・モードをオンまたはオフに切り替え可能です。

ヒント:

プレゼンテーション・モードを起動する前にフィルタ・バーを縮小して、可視化表示用のキャンバス領域を最大化します。




	
相互作用モードに戻るには、「プレゼンテーション・モード」をクリックします。

相互作用モードの詳細は、相互作用の使用のみによるデータの調査を参照してください。













モバイル・デバイスでのデータの検索


Oracle Data Visualization Cloud Serviceは、社内と外出先の両方で使用できるように設計されています。Android、WindowsまたはAppleオペレーティング・システムを使用してモバイル・デバイスで使用できます。


内容は次のとおりです。

	
タブレットで表示される内容


	
携帯電話で表示される内容













タブレットで表示される内容


ここでは、タブレットでデータを検索する場合の、プロジェクト内で表示される内容の違いについて説明します。


	
プロジェクト内で使用する既存データソースの検索と使用のみが可能です。データ・ソースの選択の詳細は、データ・ソースの選択を参照してください。


	
プロジェクトを作成するには、ホーム・ページで、キャンバス上の「データの追加」をタップして「探索」ペインを表示します。

[image: GUID-8A19734E-65B9-44EE-A87A-95A25298D931-default.jpgの説明が続きます]


「探索」ペインで、「自動追加」をタップしてデータ要素を選択します。このアクションにより、選択したデータ要素が自動的に配置され、キャンバス上で最良の可視化タイプが選択されます。

[image: GUID-7250373C-CE97-4B85-A6A5-116DFD9F03FB-default.jpgの説明が続きます]


データ要素の追加の詳細は、可視化へのデータ要素の追加を参照してください。

可視化タイプの詳細は、可視化タイプの変更を参照してください。


	
フィルタを作成するには、「フィルタ」をタップして「フィルタ」ペインを表示し、データ要素をフィルタに追加します。

[image: GUID-65CD21D9-CFF2-48C8-8CAC-D38F4811BC11-default.jpgの説明が続きます]







フィルタの作成の詳細は、フィルタを使用したデータの検索を参照してください。








携帯電話で表示される内容


ここでは、携帯電話でデータを検索する場合のプロジェクトの違いについて説明します。


	
プロジェクト内で使用する既存データソースの検索と使用のみが可能です。データ・ソースの選択の詳細は、データ・ソースの選択を参照してください。


	
プロジェクトを作成するには、ホーム・ページで、モバイル・スライダをタップしてから「VAプロジェクト」を選択します。

[image: GUID-4CC69379-AB53-44FA-BFC8-7CFB2B2D11E0-default.jpgの説明が続きます]


「探索」ペインで、「自動追加」をタップしてデータ要素を選択します。このアクションにより、選択したデータ要素が自動的に配置され、キャンバス上で最良の可視化タイプが選択されます。

[image: GUID-80FD35B4-773C-488D-92FD-5B24433BFF38-default.jpgの説明が続きます]



	
プロジェクトで、キャンバス上に複数の可視化が含まれている場合は、サマリー・ビュー内でそれぞれが同じサイズで表示されます。

[image: GUID-8DC4E728-7825-4E27-BA6D-54859E5577DF-default.jpgの説明が続きます]



	
可視化には、含まれているすべてのメジャーの集計値を表示できます。この表示値を設定するには、可視化のプロパティをタップして、集計するメジャー、あるいは値の表示または非表示を設定するメジャーを選択します。

[image: GUID-6F80961D-FB55-45AF-A40E-97D4773DF242-default.jpgの説明が続きます]














3 独自のデータの追加


ここでは、独自のデータを分析および検索する方法について説明します。






内容は次のとおりです。

	
データ・ソースからのデータの追加の一般的なワークフロー


	
独自のデータの追加について


	
データ・ソースについて


	
データ・ソースとしてのスプレッドシートの追加について


	
Oracleアプリケーション・データ・ソースへの接続


	
データベース・データ・ソースへの接続


	
データ・ソースからのデータの追加


	
アップロード済データ・ソースの変更


	
追加したデータの融合


	
データ・ブレンドの変更


	
追加したデータのリフレッシュ


	
追加したデータの詳細の更新


	
追加したデータの共有の制御


	
追加したデータの除去


	
追加したデータの削除


	
データ・ソースの管理













データ・ソースからのデータの追加の一般的なワークフロー


次に、データ・ソースからのデータの追加の一般的なタスクを示します。


	タスク	説明	参照先
	
接続の追加

	
使用するデータ・ソースがOracleアプリケーションまたはデータベースの場合は、接続を作成します。

	
Oracleアプリケーション・データ・ソースへの接続

データベース・データ・ソースへの接続


	
データ・ソースの作成

	
スプレッドシートなどのファイルからデータをアップロードします。データがまだキャッシュされていない場合は、Oracleアプリケーションおよびデータベースからデータを取得します。

Oracleアプリケーションまたはデータベースからデータ・ソースを作成する場合は、新しい接続を作成するか、既存の接続を使用する必要があります。

	
データ・ソースからのデータの追加


	
データの融合

	
あるデータ・ソースのデータを別のデータ・ソースのデータと融合します。

	
追加したデータの融合

データ・ブレンドの変更


	
データのリフレッシュ

	
新しいデータが使用可能になったときに、ファイルのデータをリフレッシュします。または、データが古くなった場合に、Oracleアプリケーションおよびデータベースのキャッシュをリフレッシュします。

	
追加したデータのリフレッシュ


	
アップロードされたデータの拡張

	
データ・ソースに新しい列を追加します。

	
アップロード済データ・ソースの変更


	
データ・ソースの共有の管理

	
追加したデータにどのユーザーがアクセスできるかを指定します。

	
追加したデータの共有の制御


	
データの削除

	
追加したデータを除去します。

	
追加したデータの除去













独自のデータの追加について


データ・ソースからデータを簡単に追加できます。独自のデータの追加は「マッシュアップ」と呼ばれることもあります。

次の方法でデータを追加できます。

	
単一のソース(スプレッドシートなど)のみを分析するために、そのソースからデータを追加します。または、1つのソースを他のソースと組み合せて、分析のスコープを広げます。


	
既存のサブジェクト領域に対する拡張機能として、独自のデータを追加します。

既存のサブジェクト領域に関連するデータ・ソースから、Visual Analyzerにデータをロードできます。Visual Analyzerにおいて外部の行およびサブジェクト領域行を適切に照合できるよう、共通の値を持つ列を識別する必要があります。通常は合計または平均が計算されるメジャー - 列が表に含まれる場合はファクトを追加し、表にメジャーが含まれない場合はディメンションを拡張できます。


	
Oracleアプリケーション・データ・ソースからデータを追加します。詳細は、Oracleアプリケーション・データ・ソースへの接続を参照してください。


	
データベースからデータを追加します。詳細は、データベース・データ・ソースへの接続を参照してください。






注意:

複数のデータ・ソースをサブジェクト領域と照合することはできますが、データ・ソースを別のデータ・ソースと照合することはできません。



製品、ブランド、販売員など、販売に関するデータを含むサブジェクト領域があるとします。サブジェクト領域にはない「ターゲット売上」売上高を含むスプレッドシート・ファイルがあります。スプレッドシートのターゲット売上値を含むサブジェクト領域から製品およびブランドの値を結合する可視化を作成します。データを追加するときに、スプレッドシートの製品およびブランド列をサブジェクト領域の列と照合し、ターゲット売上をメジャーとして追加します。一致により、スプレッドシートとサブジェクト領域が関連付けられます。この3つの列をキャンバスにドラッグすると、Visual Analyzerではこのデータが1つの統合システムの一部であるかのように扱われます。

[image: GUID-3DD96001-AFBE-45BF-87E6-5ED97AEA49F9-default.gifの説明が続きます]


プロジェクトにデータを追加する場合、プロジェクトは追加された列の名前およびデータ型を使用して、データの融合について最良の方法を推測します。その推測が適切でない場合、手動で調整できます。データ・モデルはワークフローの一部として作成されるため、明示的に作成する必要はありません。システムはユーザーに対しては機能しませんが、必要に応じて手動で調整できます。詳細は、「追加したデータの融合」を参照してください。

Microsoft Excelのスプレッドシート・ファイルを融合すると、Oracle Business Intelligenceで変更を行っていなくても、取り込んだ列がデータ・モデルの一部であるかのように機能します。追加したデータは、Oracle Business Intelligence内に名前別に保存されます。データをプロジェクトに追加し、他のユーザーと共有できます。領域を保持する必要がある場合、データを削除できます。詳細は、「追加したデータの削除」を参照してください。








データ・ソースについて


データ・ソースは任意の表形式のデータです。データ・ソースのデータは、ファイルをロードするか、結果を返すサービス(たとえば、別のOracle Business Intelligenceシステムまたはデータベース)に問合せを送信すると提供されます。

データ・ソースには次の列を含めることができます。

	
別のソースの照合する列で見つかった値が含まれている照合する列。これにより、このソースが別のソースに関連付けられます(たとえば、顧客IDまたは製品ID)。


	
個別に必要とされ、集計されないテキスト、日付または数値が含まれている属性の列(たとえば、年、カテゴリ国、タイプまたは名前)。


	
集計される値が含まれているメジャーの列(たとえば、売上または走行距離)。




1つのデータ・ソースのみを分析するか、データ・ソースに含まれている内容に応じて、複数のデータ・ソースを一緒に分析できます。

プロジェクトを保存する場合、そのプロジェクトと使用される外部ソースの間で権限が同期されます。他のユーザーとプロジェクトを共有する場合、外部ソースもその同じユーザーと共有されます。


サブジェクト領域とデータ・ソースの結合

サブジェクト領域は、属性を追加することでディメンションを拡張するか、またはメジャーおよびオプション属性を追加することでファクトを拡張します。外部データ・ソースに階層を定義することはできません。

サブジェクト領域では、多くの場合階層化されているディメンション、およびディメンションの属性に対して分析できる複雑な計算を持つ一連のメジャーに属性が編成されます。たとえば、現在の四半期と数年前の同じ四半期の顧客層ごとの純売上メジャーです。

外部ソース(Excelファイルなど)のデータを使用すると、サブジェクト領域に新しい情報が追加されます。たとえば、顧客の郵便番号区域または信用リスク情報に関する人口統計情報を購入し、そのデータをデータ・ウェアハウスまたは既存のサブジェクト領域に追加する前に、分析に使用する場合があります。

外部ソースをスタンドアロンとして使用することは、外部ソースのデータがサブジェクト領域から独立して使用されることを意味します。単一のファイルのみの場合、または複数のファイルが一緒に使用される場合があり、どちらの場合もサブジェクト領域は関係しません。

外部データ・ソースの属性をサブジェクト領域に追加することによってディメンションを拡張する場合は、次の条件に留意してください。

	
一致項目は1つのディメンションに対してのみ作成されます。


	
一致列の値のセットは、外部データ・ソースで一意である必要があります。たとえば、データ・ソースの郵便番号が一致する場合、外部ソースの郵便番号は一意である必要があります。


	
一致項目は1つの列または複合列にあります。1列の一致の例は、製品キーと製品キーの一致です。複合列の場合の例は、会社と会社、ビジネス・ユニットとビジネス・ユニットの一致です。


	
その他の列はすべて、属性である必要があります。




外部データ・ソースのメジャーをサブジェクト領域に追加する場合は、次の条件に留意してください。

	
一致項目は1つ以上のディメンションの間で作成されます。


	
一致列の値のセットは、外部データ・ソースで一意である必要はありません。たとえば、データ・ソースが、日付、顧客および製品が一致する売上のセットの場合、同じ日に1人の顧客に対して複数の製品の売上を設定できます。


	
一致項目は1つの列または複合列にあります。1列の一致の例は、製品キーと製品キーの一致です。複合列の場合の例は、会社と会社、ビジネス・ユニットとビジネス・ユニットの一致です。




メジャーを追加するデータ・ソースには属性を含めることができます。これらの属性は外部メジャーとともにのみ使用可能であり、可視化のキュレートされたメジャーとともに使用することはできません。たとえば、新規事業の売上高を含むソースを追加する場合、これらの新規事業の売上は既存の時間ディメンションと一致させることのみ可能です。外部データには、この新規事業で販売された製品に関する情報も含まれます。既存事業の売上と新規事業の売上を時間ごとに表示できますが、古い事業の収益を新規事業の製品で表示する、または新規事業の収益を古い事業の製品で表示することはできません。新規事業の売上を時間別および新規事業の製品別に表示することはできます。





メジャーのないソースの使用

メジャーのないソースを使用する場合は、次の事項に留意してください。

表にメジャーがない場合は、ディメンションとして扱われます。ディメンションを拡張する場合は、次の条件に留意してください。

	
一致項目は1つの列または複合列にあります。1列の一致の例は、製品キーと製品キーの一致です。複合列の場合の例は、会社と会社、ビジネス・ユニットとビジネス・ユニットの一致です。


	
その他の列はすべて、属性である必要があります。




ディメンション表は、他のディメンションと照合するか、メジャーを持つ表と照合できます。たとえば、顧客の属性を持つ表は、人口統計の属性を持つ表と照合できます(両方のディメンションに一意の顧客キー列および人口統計キー列がある場合)。





メジャーのあるソースの使用

メジャーのあるソースを使用する場合は、次の事項に留意してください。

	
表に1つ以上のメジャーがある場合は、属性があってもディメンションではありません。XLSXファイルについてすでに説明したルール(行1列1で始まるなど)の他に考慮事項はほとんどありません。スプレッドシートを使用する場合は、スプレッドシートが適切に構造化されている必要があります。詳細は、データ・ソースとしてのスプレッドシートの追加についてを参照してください。


	
メジャーがある表は、メジャー、ディメンションまたはその両方を使用して、他の表と照合できます。


	
メジャーを使用して他の表と照合される表は、同じ粒度である必要はありません。たとえば、日次売上の表に「Quarter」列も含まれている場合、日次売上の表は四半期ごとの売上の表と照合できます。








照合の使用

複数のソースを一緒に使用する場合は、少なくとも1つの一致する列が各ソースに存在している必要があります。照合の要件は次のとおりです。

	
ソースに共通の値が含まれている(たとえば、Customer IdまたはProduct ID)。


	
照合は同じデータ型で行う必要がある(たとえば、数値と数値、日付と日付、またはテキストとテキスト)。













データ・ソースとしてのスプレッドシートの追加について


データ・ソース・ファイルは、拡張子がXLSX (Microsoft Office Open XMLワークブック・ファイルを示す)のMicrosoft Excelスプレッドシート・ファイルから取得される、最大サイズが50 MBのファイルである必要があります。

Microsoft Excelファイルをデータ・ソースとしてアップロードする前に、データ指向方式で構造化する必要があります。Excel表に関する次のルールに留意してください。

	
表はExcelファイルの行1および列1から始まっている必要があります。


	
表は通常のレイアウトである必要があります。ギャップやインライン見出しがないようにしてください。インライン見出しの例としては、印刷されたレポートの各ページに繰り返し表示される見出しがあります。


	
行1には表の列名が含まれている必要があります。たとえば、顧客名、顧客姓、年、製品名、購入金額などです。この例では、次のようになります。

	
列1は顧客名です。


	
列2は顧客姓です。


	
列3は年の値です。


	
列4は製品名です。


	
列5は各顧客が該当する製品を購入した金額です。





	
行1の名前は一意である必要があります。年の値を保持する列が2つある場合は、片方または両方の列名に他の言葉を加えて一意にする必要があります。たとえば、Year Leaseという名前の列が2つある場合は、それらの列をYear Lease StartsおよびYear Lease Expiresに名前変更できます。


	
行2以降は表のデータであり、列名を含めることはできません。


	
列のデータは、一緒に処理されることが多いため、同じ種類である必要があります。たとえば、購入金額は、合計または平均を求めることができるように、数値(またはnull)のみである必要があります。姓と名は連結する必要がある場合があるのでテキストである必要があり、日付は月、四半期または年に分割する必要がある場合があります。


	
データは同じ粒度である必要があります。表に集計とそれらの集計の詳細の両方が含まれていないようにしてください。たとえば、顧客、製品および年の粒度の1つの売上表があり、年別顧客別の各製品の購入金額の合計が含まれているとします。この場合、請求レベルの詳細または日次サマリーを同じ表に含めると、購入金額の合計が正しく計算されなくなります。請求レベル、日次レベル、および月次レベルで分析する必要がある場合は、次のいずれかを行うことができます。

	
請求の詳細(請求番号、請求日、顧客、製品および金額)の表を使用します。これらは日、月または四半期にロールアップできます。


	
各粒度(請求、日、月、四半期および年)に1つずつの複数の表を使用します。














Oracleアプリケーション・データ・ソースへの接続


ここでは、Oracleアプリケーション・データ・ソースへの接続と使用のプロセスについて説明します。


内容は次のとおりです。

	
接続の作成


	
Oracleアプリケーション接続からのデータ・ソースの構成


	
接続の編集


	
接続の削除













接続の作成


Oracleアプリケーションへの接続を作成し、それらの接続をプロジェクトでソース・データに使用できます。

Oracleアプリケーション接続を作成するには:


	次のいずれかのアクションを使用して、「新規接続の追加」ダイアログを起動します。
	データ・ソース・ページで、「接続」、「接続の追加」の順にクリックします。
	プロジェクトの「データ・ソース」ペインで、「データ・ソースの追加」リンクをクリックし、「新規ソースの作成」、Oracle Applicationsからの順に選択します。
	プロジェクトの「データ要素」ペインで任意の場所を右クリックして、「データ・ソースの追加」を選択します。



	「新規接続の追加」ダイアログで、接続名、カタログURL、ユーザー名およびパスワードを入力します。


注意:

HttpとHttpsのURLがサポートされています。接続名は一意である必要があり、特殊文字を含めることはできません。





注意:

Oracleアプリケーションを開き、プロジェクトのデータ・ソースとして使用する分析が含まれているカタログ・フォルダを表示し、ブラウザのURL (/analyticsの後ろに文字列がある場合はそれを削除します)を「新規接続」ダイアログにコピーすることで、接続のURLを取得できます。たとえば、http://www.example.com:9704/analyticsです。




	「保存」をクリックします。
これで、接続からのデータ・ソースの作成を開始できるようになりました。詳細は、Oracleアプリケーション接続からのデータ・ソースの構成を参照してください。






注意:

接続はユーザー(作成者)にのみ表示されますが、作成者はその接続のデータ・ソースを作成して共有できます。










Oracleアプリケーション接続からのデータ・ソースの構成


Oracleアプリケーション接続を作成した後は、プロジェクトでの使用のために、それらの接続のデータ・ソースの作成を開始できます。




Oracleアプリケーション接続からデータ・ソースを作成するには:


	次のいずれかのアクションを使用して、「分析の選択」ダイアログを起動します。
	データ・ソース・ページで、「データ・ソースの追加」、Oracle Applicationsからの順にクリックします。
	プロジェクトの「データ・ソース」ペインで、「データ・ソースの追加」リンクをクリックし、「新規ソースの作成」、Oracle Applicationsからの順に選択します。
	プロジェクトの「データ要素」ペインを右クリックし、「データ・ソースの追加」、「新規ソースの作成」、Oracle Applicationsからの順に選択します。


[image: GUID-A4B17595-14CC-48AA-A48E-BCADB07F41E9-default.gifの説明が続きます]




注意:

Oracleアプリケーション接続のデータ・ソースを作成する前に、Oracleアプリケーション接続を作成する必要があります。詳細は、接続の作成を参照してください。




	接続のドロップダウン・リストから、使用するOracleアプリケーション接続を選択します。
[image: GUID-5B295969-5C1C-427B-95C4-F6C8DB8892E5-default.gifの説明が続きます]



	次のいずれかのアクションを実行します。
	「分析」タブで、カタログ・フォルダを参照し、使用する分析を検索して選択します。選択した接続からの分析が含まれているカタログ・フォルダのみが表示されます。データ・ソースのデータには、選択した分析に含まれているフィルタまたは選択ステップが反映されます。
	「論理SQL」をクリックして「論理SQL文」ボックスを表示します。通常、ユーザーは、Oracleアプリケーション・カタログ内でSQL文を作成してから、それをここにコピーして貼付けます。




注意:

前に戻って異なる分析を選択するか論理SQLをもう一度見る必要がある場合は、ダイアログの下部にある「戻る」ボタンをクリックします。たとえば、前に戻って、余分な0の列を論理SQL文から削除できます。




	「OK」をクリックします。
	データをプレビューするか、列の特性を更新するか、データ・ソースから列を除去してから、「データ・ソースの追加」をクリックします。
[image: GUID-CA2E3B54-8B9D-445D-AEFD-E5E3C792ECAD-default.gifの説明が続きます]


データ・ソースのキャッシュ済コピーが作成され、必要に応じて、そのデータ・ソースからデータとメタデータをリフレッシュできます。











接続の編集


Oracleアプリケーション接続を編集する必要がある場合があります。たとえば、Oracleアプリケーションのために変更された資格証明またはURLです。

Oracleアプリケーション接続を編集するには:


	データ・ソース・ページで、「接続」をクリックします。
	編集する接続の右側で、「オプション」をクリックしてから「編集」を選択します。
[image: GUID-AEF06457-B232-4647-992D-8D8A82766C4B-default.gifの説明が続きます]




注意:

プロジェクト内の論理SQLデータ・ソースの編集はできません。




	「接続の編集」ダイアログで、接続詳細を編集してから「保存」をクリックします。


注意:

これらの接続について、現在のパスワードを表示することはできません。パスワードを変更する必要がある場合は、新しいパスワードを入力する必要があります。













接続の削除


Oracleアプリケーション接続の削除が必要な場合があります。たとえば、テストのためにOracleアプリケーションに一時的に接続し、テストが完了したときにそれを削除する場合があります。

Oracleアプリケーション接続を削除するには:


	データ・ソース・ページで、「接続」をクリックします。
	削除する接続の右側にある「オプション」をクリックしてから「削除」を選択します。
	「OK」をクリックします。




注意:

接続にデータ・ソースが含まれている場合は、接続を削除する前にそれらのデータ・ソースを削除する必要があります。Oracleアプリケーション接続は、それらを作成したユーザーにのみ表示されますが(接続は共有されない)、ユーザーがそれらの接続を使用してデータ・ソースを作成し、それらのデータ・ソースを別のユーザーと共有することはできます。










データベース・データ・ソースへの接続


このトピックでは、データベースに接続する手順およびデータベースをデータ・ソースとして使用する手順について説明します。


内容は次のとおりです。

	
データベース接続の作成


	
データベースからのデータ・ソースの構成


	
データベース接続の編集


	
データベース接続の削除













データベース接続の作成


データベースへの接続を作成し、それらの接続をプロジェクトでソース・データに使用できます。

データベース接続を作成するには、次の手順に従います。


	次のいずれかのアクションを使用して、「新規接続の追加」ダイアログを起動します。
	「データ・ソース」ページで、「接続」、「接続の追加」、データベースからの順にクリックします。
	プロジェクトの「データ・ソース」ペインで、「データ・ソースの追加」リンクをクリックし、「新規ソースの作成」、データベースからの順に選択します。
	プロジェクトの「データ要素」ペインを右クリックし、「データ・ソースの追加」、「新規ソースの作成」、データベースからの順に選択します。



	「新規接続の追加」ダイアログで、接続名を入力して「データベース・タイプ」をクリックし、サポートされているデータベースのリストを表示します。必要な接続情報(ホスト、ポートなど)を入力します。
	「保存」をクリックします。
これで、接続からのデータ・ソースの作成を開始できるようになりました。詳細は、データベースからのデータ・ソースの構成を参照してください。











データベースからのデータ・ソースの構成


データベース接続を作成した後は、プロジェクトでの使用のために、それらの接続のデータ・ソースの作成を開始できます。

データベース接続からデータ・ソースを作成するには:


	次のいずれかのアクションを使用して、「表の選択」ダイアログを起動します。
	「データ・ソース」ページで、「データ・ソースの追加」をクリックして、データベースからをクリックします。
	プロジェクトの「データ・ソース」ペインで、「データ・ソースの追加」リンクをクリックし、「新規データ・ソースの作成」、データベースからの順に選択します。
	プロジェクトの「データ要素」ペインを右クリックし、「データ・ソースの追加」、「新規データ・ソースの作成」、データベースからの順に選択します。


[image: GUID-AD9A31F1-EF8E-4FC4-8553-E576B52D978F-default.gifの説明が続きます]




注意:

データベース接続のデータ・ソースを作成する前に、データベース接続を作成する必要があります。詳細は、データベース接続の作成を参照してください。




	接続のドロップダウン・リストから、使用するデータベース接続を選択します。
[image: GUID-A2C58453-0F7F-455E-A3B9-DE14C5701C43-default.gifの説明が続きます]



	次のいずれかのアクションを実行します。
	「表」タブで、使用するデータベースを参照して検索し、選択します。「OK」をクリックして、表を選択します。選択した表は、ライブ接続として扱われますが、システムは表をロードしません。プロジェクトでこの表の列を使用すると、システムが必要なデータをフェッチするためにデータベースの問合せを発行します。
	「論理SQL」をクリックして「論理SQL文」ボックスを表示します。特定の一連の列を選択するためのSQL文を入力します。仮想表を作成するためにSQL文を入力して実行した場合、結果はキャッシュにロードされます。SQL文によってできるかぎり最もコンパクトな結果セットが生成されるようにしてください。そうしないと、仮想表がキャッシュするには大きくなりすぎる場合があります。たとえば、City、State、Month、YearおよびRevenueをフェッチする場合は、SQL文でCity、State、Month、Year、Sum(Revenue)を選択する必要があります。




注意:

前に戻って異なるデータベースを選択するか論理SQLをもう一度見る必要がある場合は、ダイアログの下部にある「戻る」ボタンをクリックします。




	「OK」をクリックします。
	データをプレビューするか、データ・ソースから列を除去してから、「プロジェクトに追加」をクリックします。
[image: GUID-801515A5-0371-4C72-853F-8C15428225F0-default.gifの説明が続きます]


データ・ソースのキャッシュ済コピーが作成され、必要に応じて、そのデータ・ソースからデータとメタデータをリフレッシュできます。











データベース接続の編集


データベース接続を編集する必要がある場合があります。

データベース接続を編集するには:


	データ・ソース・ページで、「接続」をクリックします。
	編集する接続の上にマウスを置きます。強調表示された接続の右にある「オプション」をクリックして「編集」を選択します。
[image: GUID-212CBB2D-AD79-4A8C-AD7D-ACCE4EF8FAEF-default.gifの説明が続きます]



	「接続の編集」ダイアログで、接続詳細を編集してから「保存」をクリックします。


注意:

接続の現在のパスワード、サービス名または論理SQLを表示することはできません。これらを変更する必要がある場合は、新しい接続を入力する必要があります。













データベース接続の削除


データベース接続の削除が必要な場合があります。

データベース接続を削除するには、次の手順に従います。


	「データ・ソース」で「接続」をクリックします。
	削除する接続の上にマウスを置きます。強調表示された接続の右にある「オプション」をクリックして「削除」を選択します。
	「OK」をクリックします。


注意:

接続にデータ・ソースが含まれている場合は、接続を削除する前にそれらのデータ・ソースを削除する必要があります。













データ・ソースからのデータの追加


このトピックではプロジェクトへのデータの追加について説明します。


内容は次のとおりです。

	
ファイル・ベースのデータの追加


	
Oracleアプリケーション・データの追加


	
データベースのデータの追加













ファイル・ベースのデータの追加


アップロードされたデータ・ソースを使用して、プロジェクトに可視化を作成します。

ファイル・ベースのデータをプロジェクトにアップロードするには:


	ホーム・ページの「作成」セクションで、「VAプロジェクト」をクリックします。


注意:

「データ・ソース」ページを使用してデータ・ファイルをアップロードすることもできます。詳細は、「データ・ソースの管理」を参照してください。




	「データ・ソースの追加」ダイアログで、既存のデータ・セットを選択するか、「新規ソースの作成」をクリックして新しいファイルをアップロードします。
	新しいデータ・ファイルをアップロードする場合は、「ファイルから」を選択して、ローカルに格納されているデータ・ファイルを検索して選択します。
ローカル・ドライブでデータ・ファイル(.xlsx)をドラッグして、ダイアログにドロップすることもできます。


	ファイルに複数のシートが含まれている場合は、ロードするデータがあるシートを選択します。
[image: GUID-064D8B20-DDEA-4EF9-80A3-BE3C90F34C47-default.gifの説明が続きます]



	初めてデータ・ソースをアップロードする場合は、ソース名および説明を編集してよりわかりやすいものにします。


注意:

既存のアップロード済データ・ソースと同じ名前のファイルをプロジェクトにアップロードする場合、既存のデータ・ソースが新しいデータ・ソースによって上書きされることがシステムによって喚起されます。これが発生しないようにするには、新しいアップロード・ファイルに一意の名前を付けます。




	データのサンプルを表示します。
アップロードされたソースの列が、データ・モデルにすでにある対応するアイテムと自動的に照合されます。列は、メジャーまたは属性として追加されるか、プロジェクトの既存のデータ・ソースの列と照合されます。


	列を除外するには、列名にカーソルをあわせてチェック・マークをクリックします。


注意:

使用不可で赤い情報記号マークが付いている列は無効であり、除外されます。一般的に、列名が重複しているか、列名に不正な文字(先頭の空白、後続のスペース、または特殊文字)が含まれている場合に発生します。記号にマウス・カーソルを合わせると、列が無効である理由がわかります。




	プロジェクトに追加をクリックし、データ・アソシエーションを受け入れます。データ・アソシエーションの手動編集の詳細は、「追加したデータの融合」を参照してください。









Oracleアプリケーション・データの追加


Oracleアプリケーション・データをプロジェクトに追加できます。

Oracleアプリケーション・データをプロジェクトに追加するには:


	ホーム・ページの「作成」セクションで、「VAプロジェクト」をクリックします。
	「データ・ソースの追加」ダイアログで、「新規ソースの作成」をクリックします。
	使用するデータ・ソースを選択します。
	使用する分析を選択するか、論理SQL文を入力します。詳細は、接続からのデータ・ソースの構成を参照してください。
	データをプレビューし、必要に応じて調整します。
	プロジェクトに追加をクリックし、データ・アソシエーションを受け入れます。データ・アソシエーションの手動編集の詳細は、「追加したデータの融合」を参照してください。




注意:

そのデータをプロジェクトに追加する前に、Oracleアプリケーション接続を作成する必要があります。詳細は、Oracleアプリケーション・データ・ソースへの接続を参照してください。










データベースのデータの追加


データベースのデータをプロジェクトに追加できます。

データベースのデータをプロジェクトに追加するには:


	ホーム・ページの「作成」セクションで、「VAプロジェクト」をクリックします。
	「データ・ソースの追加」ダイアログで、既存のデータベース・データ・ソースを選択するか、「新規ソースの作成」をクリックします。
	使用する接続を選択します。
	使用するデータベースおよび表を選択するか、論理SQL文を入力します。詳細は、データベースからのデータ・ソースの構成を参照してください。
	データを確認し、必要に応じて列を除外します。
	必要に応じて、データベース表の問合せモードを変更します。デフォルトは「ライブ」です。これは、通常、データベース表は大きいので、Data Visualization Desktopにコピーしないようにするためです。表が小さい場合、「自動」を選択すると、データがキャッシュにコピーされます(可能な場合)。「自動」を選択した場合は、データが古くなったらリフレッシュする必要があります。
	プロジェクトに追加をクリックし、データ・アソシエーションを受け入れます。データ・アソシエーションの手動編集の詳細は、「追加したデータの融合」を参照してください。




注意:

そのデータをプロジェクトに追加する前に、データベース接続を作成する必要があります。詳細は、データベース接続の作成を参照してください。










アップロード済データ・ソースの変更


プロジェクト内のデータをさらにキュレートするのに役立つようアップロード済データ・セットを変更できます。これは、「データ・ラングリング」と呼ばれることもあります。


データ・セットの新しい列の追加、列の編集、列の削除、列の非表示と表示が可能です。列の編集オプションは、列のデータ型(日付、文字列または数値)に応じて異なります。これらのオプションは、選択したデータ・セットについて現在の列を編集するか新規列を作成する、論理SQL関数を起動することで機能を果たします。

たとえば、「Population」列(数値データ型)に対して「テキストに変換」オプションを選択できます。このオプションでは、「Population」列の式を使用し、それを論理SQL関数でラップしてデータをテキストに変換し、新しく変換されたデータ・テキスト列をデータ・セットに追加します。元の「Population」列は変更されません。

データ・セットの変更は、「ダーティ・データ」が原因でデータ・ソース間で結合を実行できない場合に非常に役立ちます。列グループを作成するか、独自の論理SQL文を構築して、データの修正が基本的に可能な新しい列を作成できます。




アップロード済データ・セットを変更するには:


	プロジェクト・ツールバーで、「ステージ」をクリックします。
	プロジェクト内に複数のアップロード済データ・セットがある場合は、使用する1つを選択します。選択したデータ・セットの最初の100レコードのみが表示されます。
[image: GUID-656C5708-D105-441B-A4F5-BB0D4993771C-default.gifの説明が続きます]



	使用する列の「オプション」をクリックしてから、オプションを選択します。
[image: GUID-191D308F-6BDC-4AC0-A0A4-F6D895ECA7D6-default.gifの説明が続きます]


	「連結」では、2つの列を取り、それらを連結して新規列が作成されます。
	「列の編集」では現在の列を編集でき、別の列を作成して元の列を非表示にすることなく、ソース列を再フォーマットするために使用できます。
	「非表示」では、「データ要素」ペイン内、およびキャンバス上の可視化において、列が非表示になります。非表示の列を表示する必要がある場合は、ページ・ヘッダーで「非表示列」(ゴースト・アイコン)をクリックします。その後、個別の列の非表示を解除するか、一度にすべてを表示できます。
	「グループ」では、独自のカスタム・グループを作成できます。たとえば、「State」列の場合、「State」を一緒にまとめてカスタム「Regions」にグループ化できます。金額を小、中および大を示すグループに分類できます。
	「置換」では、列内の語句の断片を置換して、入力した文字列で新規列を作成できます。
	「分割」では、特定の列値を複数の部分に分割できます。たとえば、「Name」という列を姓と名に分割できます。
	「大文字」では、値がすべて大文字の列が作成され、「小文字」オプションでは、値がすべて小文字の新規列が作成されます。


データ・ラングリングでは、データ・セットの元の列は変更されません。かわりに、重複した列が作成されます。


	変更を保存します。




注意:

この方法でデータ・セットを編集すると、そのデータ・セットを使用するすべてのプロジェクトに影響します。そのため、たとえば、ユーザーが変更したデータ・セットを使用するプロジェクトを別ユーザーが所有しており、ユーザーがデータ・セットを変更した後にその別ユーザーがそのプロジェクトを開いた場合、その別ユーザーには、そのデータ・セットが変更されたことを示すメッセージがプロジェクト内で表示されます。










追加したデータの融合


2つのサブジェクト領域を追加したプロジェクトがある場合があります。1つのサブジェクト領域のデータを他方のサブジェクト領域に融合できます。

たとえば、サブジェクト領域Aの属性を拡張した新しいディメンションがサブジェクト領域Bに含まれていることがあります。または、サブジェクト領域Aにすでに存在するメジャーとともに使用できる新しいファクトがサブジェクト領域Bに含まれていることがあります。
複数のサブジェクト領域をプロジェクトに追加すると、システムは追加されたデータと一致するものを見つけようとします。自動的に、共通の名前を共有し、既存のサブジェクト領域内の属性と互換性のあるデータ型を持つ外部ディメンションを照合します。







追加したデータを融合するには:


	「外部ソースからのデータの追加」の説明に従い、データを追加します。
	「データ・ソース」ペインで、「ソース・ダイアグラム」をクリックします。
	外部ソースとサブジェクト領域を接続する線の横の数字をクリックして、「ソースの接続」ダイアログを表示します。
	ソースの接続ダイアログで、必要な変更を加えます。
	列の照合を変更するには、各列の名前をクリックして、外部データ・ソースから、またはサブジェクト領域.から別の列を選択します。


注意:

列が同じ名前で同じデータ型の場合、それらを一致する可能性があるものとして認識します。これをカスタマイズして、名前が同じでなくても明示的に選択して、1つの列が別の列と一致するように指定できます。選択できるのは、データ型が一致する列のみです。




	「別の照合の追加」をクリックして、外部ソースおよびサブジェクト領域から 照合する列を選択します。
[image: GUID-D5922460-9C02-4E24-A521-751FDE5AF484-default.jpgの説明が続きます]



	初めてアップロードするメジャーの場合は、合計や平均などの集計タイプを指定します。
集計タイプの詳細は、「ファクト表のメジャーへの集計の指定」を参照してください。


	一致を削除するには、「X」をクリックします。



	「OK」をクリックして、外部ソースからの一致をサーバーのデータ・モデルに保存します。









データ・ブレンドの変更


プロジェクトに属性と値の両方を含む2つのデータ・ソースのデータが含まれていて、1つのソースに他方のソースに存在しない一致する値がある場合は、ユーザーが使用するデータの行がシステムによって除外されることがあります。

そのような場合は、データ・ブレンドで他のソースより優先されるソースを指定する必要があります。
たとえば、次の行が含まれている2つのデータ・ソース(ソースAおよびソースB)があるとします。ソースAにはIN-8が含まれておらず、ソースBにはIN-7が含まれていません。

[image: GUID-E59DBD51-1745-4319-A8CA-0C009E177897-default.gifの説明が続きます]

次の結果は、ソースAに「すべての行」データ・ブレンド・オプション、およびソースBに「一致した行」データ・ブレンド・オプションが選択された場合を表示しています。ソースBにはIN-7が存在しないため、結果にはnullのRepとnullのBonusが含まれています。

[image: GUID-1C542D71-9750-490B-98E6-809A8FC7E71E-default.gifの説明が続きます]

次の結果は、ソースAに「一致した行」データ・ブレンド・オプション、およびソースBに「すべての行」データ・ブレンド・オプションが選択された場合を表示しています。ソースAにはIN-8が存在しないため、結果にはnullのDateとnullのRevenueが含まれています。

[image: GUID-1F6068C4-1AD8-4EDD-80F0-C9EC8F8FB795-default.gifの説明が続きます]

ソースAの可視化には属性としてDate、およびソースBには属性としてRepが含まれており、照合する列はInv#です。ディメンションのルールでは、一致する列も使用する場合を除き、これらの属性は他方の表のメジャーとともに使用できません。

ブレンド表には属性とメジャーの両方を含む2つの設定があります。これらは可視化に使用される列に基づいて、各可視化に別々に設定されます。設定は「すべての行」および「一致した行」であり、これらは可視化されるデータを返すときにシステムがソースのどの行を使用するかを指定します。

システムは次のルールに従ってデータ・ブレンドを自動割当てします。

	
可視化内に照合する列がある場合、照合する列があるソースは「すべての行」に設定されます。


	
可視化内に属性がある場合、そのソースは「すべての行」に設定され、他方のソースは「一致した行」に設定されます。


	
可視化内に複数の属性があり、そのすべてが同じソースにある場合、そのソースは「すべての行」に設定され、他方のソースは「一致した行」に設定されます。


	
複数のソースに属性がある場合、プロジェクトの要素パネルに最初にリストされるソースが「すべての行」に設定され、他方のソースは「一致した行」に設定されます。




データ・ブレンドを変更するには:




	キャンバスで可視化を選択し、可視化ツールバーで「メニュー」をクリックして「プロパティ」をクリックします。
	「プロパティ」ダイアログで、「データ・セット」をクリックします。
	「データ・セット」タブで、「自動」リンクをクリックして「カスタム」を選択し、システムによる融合の判断を表示します。
	必要に応じて、融合の設定を調整します。
	少なくとも1つのソースに「すべての行」を割り当てる必要があります。
	両方のソースが「すべての行」である場合、システムはそれらの表が完全に同じディメンションであると想定します。
	両方のソースに「一致した行」を割り当てることはできません。












追加したデータのリフレッシュ


データを追加した後にデータが変更された場合、ソースからデータをリフレッシュする必要があります。

すべてのソース・タイプ(ファイル、Oracleアプリケーションおよびデータベース)のデータをリフレッシュできます。データベースおよびOracleアプリケーションの場合は、SQL文が再実行されてデータがリフレッシュされます。Microsoft Excelファイルの場合は、リフレッシュ元の対応するファイルを選択する必要があります。以前に追加したExcelデータをリフレッシュするには、新しいスプレッドシート・ファイルに元のファイルと同じ名前のシートが含まれていることを確認する必要があります。また、シートにはすでにサブジェクト領域と一致する同じ列が含まれている必要があります。



データ・ソースをリフレッシュするのではなく、既存のデータ・ソースと同じ名前で新しいデータ・ソースをロードすることによって、完全に置き換えることもできます。ただし、データ・ソースの置換えは問題を引き起こす場合があり、どのような結果になるかを理解している場合を除いてお薦めしません。

	
データ・ソースを置き換えると、新しいデータ・ソースに一部の古い列名およびデータ型が存在しない場合、既存のデータ・ソースを使用するプロジェクトが使用不能になります。


	
データ・ラングリング(つまり、変更された列および新しい列がデータ・ステージで追加された)は失われ、そのデータ・ソースを使用するプロジェクトは使用不能になる可能性があります。






注意:

分析に基づくOracleアプリケーション・データ・ソースのデータとメタデータはリロードできますが、Oracleアプリケーション・データ・ソースで論理SQLが使用されている場合、データのリロードではその文が再実行されるのみとなり、新規列やリフレッシュ済データはプロジェクトにプルされません。そのデータ・ソースを使用する既存プロジェクトに影響しないように、新規列は非表示としてプロジェクトに追加されます。新規列をプロジェクトで使用できるようにするには、リフレッシュ後にデータ・ソース内でそれらの非表示を解除する必要があります。この動作は、ファイル・ベースのデータ・ソースの場合と同じです。



追加したデータをリフレッシュする手順は、次のとおりです。




	「データ・ソース」ペインまたは「サブジェクト領域」ペインで、リフレッシュするデータを右クリックします。
	「データのリロード」を選択します。
	ダイアログで、新しいデータを含むソースを選択し、「開く」をクリックします。
	リフレッシュするデータを確認し、「OK」をクリックします。


元のデータが新しいデータで上書きされます。可視化がリフレッシュされると、新しいデータはプロジェクトまたは分析の可視化に表示されます。








追加したデータの詳細の更新


データを追加した後、データのプロパティを検査して、説明や集計などの詳細を更新できます。

	「データ・ソース」ペインで、データを右クリックしてから「検査」を選択します。
	プロパティを検査し、必要に応じてデータの説明を更新します。
	必要に応じて、データベース表の問合せモードを変更します。デフォルトは「ライブ」です。これは、通常、データベース表は大きいので、Data Visualization Desktopにコピーしないようにするためです。表が小さい場合、「自動」を選択すると、データがキャッシュにコピーされます(可能な場合)。「自動」を選択した場合は、データが古くなったらリフレッシュする必要があります。
	「列」領域で、必要に応じて、列をメジャーや属性に変更するかどうかを指定します。メジャーの場合は、合計や平均などの集計タイプを指定します。
集計タイプの詳細は、「ファクト表のメジャーへの集計の指定」を参照してください。


	他のユーザーがデータを共有できるかどうかを指定するには、「追加したデータの共有の制御」を参照してください。
	「OK」をクリックして、変更を保存します。




注意:

データ・ソース・ページでデータ・ソースを検査することもできます。詳細は、「データ・ソースの管理」を参照してください。










追加したデータの共有の制御


データを追加した後は、データをアップロードした所有者のユーザーのみにデータが表示されます。所有者または適切な権限を持つ他のユーザーは、そのデータを、サーバー環境にアクセスできる他のユーザーがプロジェクトに即座に含めることができる共有リソースとして指定できます。外部データを共有できるユーザーを管理します。

外部データの共有を管理するには:


	「データ・ソース」ペインで、データ・ソースを右クリックして、「検査」を選択します。
[image: GUID-3E46465B-2EB3-4AF0-83C3-F4794AEC676C-default.gifの説明が続きます]



	「権限」タブで、ユーザーまたはロールをダブルクリックしてアクセス権を付与します。
次の中から適切なアクセス・レベルを選択します: フル・コントロール、変更、読取り、アクセスなし。

[image: GUID-154E067F-3059-4B6F-AF54-CBDC47825F4E-default.jpgの説明が続きます]



	「権限」タブで、ユーザーまたはロールの横の「X」をクリックして、管理対象の権限の選択項目から削除します。
[image: GUID-B132F5F8-2184-4B70-B080-369EE680B4DB-default.jpgの説明が続きます]












追加したデータの除去


外部ソースから追加したデータを除去できます。

データを除去すると、プロジェクトまたは分析から除去されます。このデータの除去は、「追加したデータの削除」で説明されているデータの削除とは異なります。
追加したデータを除去するには:




	Visual Analyzerの「データ・ソース」ペインまたは「Oracle Business Intelligence」の「サブジェクト領域」ペインで、除去するデータを右クリックします。
	「プロジェクトから除去」または「分析から除去」を選択して、データ・ソース・リストからデータを除去します。









追加したデータの削除


スペースを解放する必要がある場合は、追加したデータを削除できます

削除すると、外部ソースが永続的に除去され、このデータ・ソースを使用するプロジェクトが使用不能になります。 外部ソースのみを削除できます。プロジェクトまたは分析に含めているサブジェクト領域は削除できません。データの削除は、追加したデータの除去で説明されているデータの削除とは異なります。



追加したデータを削除するには:




	Visual Analyzerの「データ・ソース」ペインまたは「Oracle Business Intelligence」の「サブジェクト領域」ペインで、除去するデータを右クリックします。
	「削除」をクリックして、ストレージからデータを消去します。




注意:

データ・ソース・ページから外部データ・ソースを削除することもできます。詳細は、「データ・ソースの管理」を参照してください。










データ・ソースの管理


「データ・ソース」ページを使用すると、プロジェクトおよび分析に使用可能なすべてのデータ・ソースを表示できます。これには、自分でアップロードしたデータ・ファイル、および他のユーザーから共有されているデータ・ファイルが含まれます。

「データ・ソース」ページを使用すると、データ・ソースのプロパティの検査、集計タイプなどの列プロパティの変更、および権限の設定を行ったり、不要となったデータ・セットを削除して領域を開放したりできます。空き容量をすばやく確認できるように、サービス全体のデータ・ストレージ割当ておよび領域の使用状況に関する情報も表示されます。
データ・ソースを管理するには:




	ホームページで、「データ・ソース」をクリックします。
	「データ・ソース」ページで、管理するデータ・ソースの右にある「オプション」をクリックします。ドロップダウン・リストに表示されるオプションは、データ・ソース・タイプによって異なります。
Oracleアプリケーション接続に基づいているデータ・ソースは、接続名によって示されます。詳細は、Oracleアプリケーション・データ・ソースへの接続を参照してください。

[image: GUID-2D696BAB-E78C-40B9-92B7-00A7A5592BA0-default.jpgの説明が続きます]



	オプションで、「検査」オプションを使用してデータ・ソース列を確認し、データ・ソース・プロパティを変更します。たとえば、アップロード済データ・ソースの場合は、「Product Number」列の集計タイプを「最小」に変更できます。
[image: GUID-E28ED16C-C964-4387-9E34-F9F89665EE95-default.jpgの説明が続きます]



	オプションで、データ・ソース列をメジャーまたは属性のどちらとして処理するかを変更します。列がデータ・モデル内のメジャーや属性とすでに一致している場合は、列の処理方法は変更できません。一致の削除の詳細は、「追加したデータの融合」を参照してください。
	必要に応じて、データベース表の問合せモードを変更します。デフォルトは「ライブ」です。これは、通常、データベース表は大きいので、Data Visualization Desktopにコピーしないようにするためです。表が小さい場合、「自動」を選択すると、データがキャッシュにコピーされます(可能な場合)。「自動」を選択した場合は、データが古くなったらリフレッシュする必要があります。




注意:

「フル・コントロール」権限がある場合は、他のユーザーへの権限の付与とアップロード済データ・セットの削除が可能ですが、レポート用のデータ・ソースとなっているデータ・ファイルを削除しないよう注意してください。詳細は、「追加したデータの削除」を参照してください。










A 式エディタのリファレンス


ここでは、式エディタで使用できる式要素について説明します。


内容は次のとおりです。




	
SQL演算子


	
条件式


	
関数


	
定数


	
型











SQL演算子


SQL演算子を使用して、式間の比較を指定します。


様々なタイプのSQL演算子を使用できます。





	演算子	説明
	
BETWEEN

	
値が2つの境界値の間(境界値は含まない)にあるかどうかを判断します。次に例を示します。

"COSTS"."UNIT_COST" BETWEEN 100.0 AND 5000.0

条件を否定する場合は、BETWEENの前にNOTを付けることができます。


	
IN

	
値が値のセット内に存在するかどうかを判断します。次に例を示します。

"COSTS"."UNIT_COST" IN(200, 600, 'A')


	
IS NULL

	
値がnullかどうかを判断します。次に例を示します。

"PRODUCTS"."PROD_NAME" IS NULL


	
LIKE

	
値が文字列のすべてまたは一部と一致するかどうかを判断します。通常、ワイルドカード文字とともに使用して、ゼロ文字以上の任意の文字列(%)に一致するか、任意の単一の文字(_)と一致することを示します。次に例を示します。

"PRODUCTS"."PROD_NAME" LIKE 'prod%'













条件式


条件式を使用して、値を変換する式を作成します。


ここで説明する条件式は、ある形式から別の形式に値を変換する式を作成するための構築ブロックです。


注意:

	CASE文では、ANDの優先度がORよりも高くなります
	文字列は一重引用符で囲む必要があります。








	式	例	説明
	
CASE (If)

	
CASE

WHEN score-par < 0 THEN 'Under Par'

WHEN score-par = 0 THEN 'Par'

WHEN score-par = 1 THEN 'Bogey'

WHEN score-par = 2 THEN 'Double Bogey'

ELSE 'Triple Bogey or Worse'

END

	
各WHEN条件を評価し、条件を満たす場合は対応するTHEN式の値が割り当てられます。

一致するWHEN条件がない場合は、ELSE式に指定されているデフォルト値が割り当てられます。ELSE式が指定されていない場合は、ELSE NULLが自動的に追加されます。


	
CASE (Switch)

	
CASE Score-par

WHEN -5 THEN 'Birdie on Par 6'

WHEN -4 THEN 'Must be Tiger'

WHEN -3 THEN 'Three under par'

WHEN -2 THEN 'Two under par'

WHEN -1 THEN 'Birdie'

WHEN 0 THEN 'Par'

WHEN 1 THEN 'Bogey'

WHEN 2 THEN 'Double Bogey'

ELSE 'Triple Bogey or Worse'

END

	
CASE (Lookup)とも呼ばれます。最初の式の値が確認され、次にWHEN式が評価されます。最初の式がいずれかのWHEN式と一致する場合は、対応するTHEN式の値が割り当てられます。

どのWHEN式とも値が一致しない場合は、ELSE式に指定されているデフォルト値が割り当てられます。ELSE式が指定されていない場合は、ELSE NULLが自動的に追加されます。

最初の式が複数のWHEN句の式と一致する場合は、最初に一致した式のみが割り当てられます。













関数


式で使用できる関数には様々なタイプがあります。


内容は次のとおりです。




	
集計関数


	
カレンダ関数


	
変換関数


	
表示関数


	
評価関数


	
算術関数


	
文字列関数


	
システム関数


	
時系列関数











集計関数


集計関数は、複数の値に対して操作を実行しサマリー結果を作成します。





	関数	例	説明
	
Avg

	
Avg(Sales)

	
数値のセットの平均(平均値)を計算します。


	
Bin

	
Bin(UnitPrice BY ProductName)

	
データ値を含むディメンション、ファクト表またはメジャーからのいずれかの数値属性を選択し、それらを不連続な数のbinに置きます。この関数は、新しいディメンション属性として扱われ、集計、フィルタ、ドリルなどで使用されます。


	
Count

	
Count(Products)

	
null以外の値を含む項目の数を判別します。


	
First

	
First(Sales)

	
式引数のnull以外の最初の戻り値を選択します。First関数は、明示的に定義されたディメンションで指定される最も詳細なレベルで動作します。


	
Last

	
Last(Sales)

	
式のnull以外の最後の戻り値を選択します。


	
Max

	
Max(Revenue)

	
数値式引数に一致する行の最大値(最も高い数値)を計算します。


	
Median

	
Median(Sales)

	
数値式引数に一致する行のメジアン(中央)値を計算します。偶数行がある場合、メジアンは2つの中央行の平均です。通常、この関数はdouble値を返します。


	
Min

	
Min(Revenue)

	
数値式引数に一致する行の最小値(最も低い数値)を計算します。


	
StdDev

	
StdDev(Sales) StdDev(DISTINCT Sales)

	
値のセットの標準偏差を返します。通常、戻り型はdoubleです。


	
StdDev_Pop

	
StdDev_Pop(Sales) StdDev_Pop(DISTINCT Sales)

	
母分散と標準偏差の計算式を使用して、値のセットの標準偏差を返します。


	
Sum

	
Sum(Revenue)

	
数値式引数に一致するすべての値を加算して得られる合計を計算します。













カレンダ関数


カレンダ関数は、暦年に基づいてデータ型DATEおよびDATETIMEのデータを操作します。





	関数	例	説明
	
Current_Date

	
Current_Date

	
現在の日付を戻します。


	
Current_Time

	
Current_Time(3)

	
たとえば、HH:MM:SS.SSSなど、指定された精度の桁数で現在の時刻を返します。

引数の指定がない場合は、デフォルトの精度を返します。


	
Current_TimeStamp

	
Current_TimeStamp(3)

	
指定された精度の桁数で現在の日付/タイムスタンプを返します。


	
DayName

	
DayName(Order_Date)

	
指定された日付式について、どの曜日かを示す名前を返します。


	
DayOfMonth

	
DayOfMonth(Order_Date)

	
指定された日付式について、1か月のうちのどの日付かを示す数値を返します。


	
DayOfWeek

	
DayOfWeek(Order_Date)

	
指定された日付式について、どの曜日かを示す1から7の数値を返します。たとえば、1は常に日曜に対応し、2は月曜に対応し、同様の要領で7を返す土曜まであります。


	
DayOfYear

	
DayOfYear(Order_Date)

	
指定された日付式について、年の通算日に対応する数字(1から366)を返します。


	
Day_Of_Quarter

	
Day_Of_Quarter(Order_Date)

	
指定された日付式について、四半期の通算日に対応する数字(1から92)を返します。


	
Hour

	
Hour(Order_Time)

	
指定された時刻式について、時に対応する数字(0から23)を返します。たとえば、0は午前12時に対応し、23は午後11時に対応します。


	
Minute

	
Minute(Order_Time)

	
指定された時刻式について、分に対応する数字(0から59)を返します。


	
Month

	
Month(Order_Time)

	
指定された日付式について、月に対応する数字(1から12)を返します。


	
MonthName

	
MonthName(Order_Time)

	
指定された日付式について、月の名前を返します。


	
Month_Of_Quarter

	
Month_Of_Quarter(Order_Date)

	
指定された日付式について、四半期の通算月に対応する数字(1から3)を返します。


	
Now

	
Now()

	
現在のタイムスタンプを返します。Now関数はCurrent_Timestamp関数と等価です。


	
Quater_Of_Year

	
Quarter_Of_Year(Order_Date)

	
指定された日付式について、年の四半期に対応する数字(1から4)を返します。


	
Second

	
Second(Order_Time)

	
指定された時刻式について、秒に対応する数字(0から59)を返します。


	
TimeStampAdd

	
TimeStampAdd(SQL_TSI_MONTH, 12,Time."Order Date")

	
指定された間隔の数をタイムスタンプに加算して、単一のタイムスタンプを返します。

間隔のオプションは、SQL_TSI_SECOND、SQL_TSI_MINUTE、SQL_TSI_HOUR、SQL_TSI_DAY、SQL_TSI_WEEK、SQL_TSI_MONTH、SQL_TSI_QUARTER、SQL_TSI_YEARです。


	
TimeStampDiff

	
TimeStampDiff(SQL_TSI_MONTH, Time."Order Date",CURRENT_DATE)

	
2つのタイムスタンプ間の指定された間隔の合計数を返します。

TimeStampAddと同じ間隔を使用します。


	
Week_Of_Quarter

	
Week_Of_Quarter(Order_Date)

	
指定された日付式について、四半期の通算週に対応する数字(1から13)を返します。


	
Week_Of_Year

	
Week_Of_Year(Order_Date)

	
指定された日付式について、年の通算週に対応する数字(1から53)を返します。


	
Year

	
Year(Order_Date)

	
指定された日付式の年を返します。













変換関数


変換関数は、ある形式から別の形式に値を変換します。





	関数	例	説明
	
Cast

	
Cast(hiredate AS CHAR(40)) FROM employee

	
式またはnullリテラルのデータ型を別のデータ型に変更します。たとえば、customer_name (CharまたはVarcharのデータ型)またはbirthdate(日時リテラル)をキャストできます。

日付データ型に変更する場合は、Castを使用します。ToDateは使用しないでください。


	
IfNull

	
IfNull(Sales, 0)

	
ある式がnull値と評価されるかどうかをテストし、評価された場合は、指定された値をその式に割り当てます。


	
IndexCol

	
SELECT IndexCol(VALUEOF (NQ_SESSION.GEOGRAPHY_LEVEL), Country, State, City), Revenue FROM Sales

	
外部情報を使用して、サインイン・ユーザーが表示するのに適切な列を戻します。


	
NullIf

	
SELECT e.last_name, NULLIF(e.job_id, j.job_id) "Old Job ID" FROM employees e, job_history j WHERE e.employee_id = j.employee_id ORDER BY last_name, "Old Job ID";

	
2つの式を比較します。同じである場合は、NULLを戻します。それらが等しくない場合、最初の式が戻されます。最初の式には、リテラルのNULLを指定できません。


	
To_DateTime

	
SELECT To_DateTime ('2009-03-0301:01:00', 'yyyy-mm-dd hh:mi:ss') FROM sales

	
日時書式の文字列リテラルを日時データ型に変換します。













表示関数


表示関数は、問合せの結果セットを操作します。





	関数	例	説明
	
BottomN

	
BottomN(Sales, 10)

	
最低から最高にランク付けされた式のn番目に下位の値を返します。


	
Filter

	
Filter(Sales USING Product = 'widgit')

	
特定の事前集計済フィルタを使用して式を計算します。


	
Mavg

	
Mavg(Sales, 10)

	
現在の行を含めて、結果セットのデータの最後のn行の移動平均を計算します。


	
Msum

	
SELECT Month, Revenue, Msum(Revenue, 3) as 3_MO_SUM FROM Sales

	
現在の行を含めて、データの最後のn行の移動合計を計算します。

最初の行の合計は、最初の行の数値式と同じです。2番目の行の合計は、最初の2つの行のデータ合計を取得することで計算され、同様に続いて実行されます。n番目の行に到達すると、合計は最後のn行のデータに基づいて計算されます。


	
NTile

	
Ntile(Sales, 100)

	
ユーザー指定範囲内での値のランクを決定します。範囲内のランクを示す整数が返されます。この例では、1から100までの範囲(最低がsale = 1で最高がsale = 100)を示しています。


	
Percentile

	
Percentile(Sales)

	
数値式引数に一致する各値のパーセント・ランクを計算します。パーセンタイル・ランクの範囲は、0(1番目のパーセンタイル)から1(100番目のパーセンタイル)です。


	
Rank

	
Rank(Sales)

	
数値式引数に一致する各値のランクを計算します。最も高い数にはランク1が割り当てられ、次に続くランクには2、3、4などの連続した整数が割り当てられます。ある値が等しい場合、同じランクが割り当てられます(例: 1、1、1、4、5、5、7...)。


	
Rcount

	
SELECT month, profit, Rcount(profit) FROM sales WHERE profit > 200

	
入力として一連のレコードを取得して、見つかったレコード数をカウントします。


	
Rmax

	
SELECT month, profit, Rmax(profit) FROM sales

	
入力として一連のレコードを取得して、そこまでに処理されたレコードに基づいて最大値を表示します。指定するデータ型はソートできるデータ型である必要があります。


	
Rmin

	
SELECT month, profit, Rmin(profit) FROM sales

	
入力として一連のレコードを取得して、そこまでに処理されたレコードに基づいて最小値を表示します。指定するデータ型はソートできるデータ型である必要があります。


	
Rsum

	
SELECT month, revenue, Rsum(revenue) as RUNNING_SUM FROM sales

	
そこまでに処理されたレコードに基づいて累計を計算します。

最初の行の合計は、最初の行の数値式と同じです。2番目の行の合計は、最初の2つの行のデータ合計を取得することで計算され、同様に続いて実行されます。


	
TopN

	
TopN(Sales, 10)

	
最高から最低にランク付けされた式のn番目に上位の値を返します。













評価関数


評価関数は、式を渡して高度な計算を取得するために使用できるデータベース関数です。


埋込みデータベース関数には、1つ以上の列が必要になる場合があります。これらの列は、関数内で%1 ... %Nによって参照されます。実際の列は、関数の後にリストする必要があります。





	関数	例	説明
	
Evaluate

	
SELECT EVALUATE('instr(%1, %2)', address, 'Foster City') FROM employees

	
パラメータとして(オプションで)参照列を使用する、指定されたデータベース関数をデータベースに渡して評価します。


	
Evaluate_Aggr

	
EVALUATE_AGGR('REGR_SLOPE(%1, %2)', sales.quantity, market.marketkey)

	
パラメータとして(オプションで)参照列を使用する、指定されたデータベース関数をデータベースに渡して評価します。この関数は、GROUP BY句を使用する集計関数を対象としています。













算術関数


ここで説明する算術関数では、数学的な操作を実行します。





	関数	例	説明
	
Abs

	
Abs(Profit)

	
数値式の絶対値を計算します。


	
Acos

	
Acos(1)

	
数値式のアークコサインを計算します。


	
Asin

	
Asin(1)

	
数値式のアークサインを計算します。


	
Atan

	
Atan(1)

	
数値式のアークタンジェントを計算します。


	
Atan2

	
Atan2(1, 2)

	
y/xのアーク・タンジェントを計算します。ここでyは最初の数値式、xは2番目の数値式です。


	
Ceiling

	
Ceiling(Profit)

	
整数以外の数値式を最も近い整数に切り上げます。数式が整数に評価される場合、CEILING関数はその整数を返します。


	
Cos

	
Cos(1)

	
数値式のコサインを計算します。


	
Cot

	
Cot(1)

	
数値式のコタンジェントを計算します。


	
Degrees

	
Degrees(1)

	
式をラジアンから次数に変換します。


	
Exp

	
Exp(4)

	
値を指定された値でべき乗します。n乗されるeを計算します。ここでeは自然対数の底です。


	
ExtractBit

	
Int ExtractBit(1, 5)

	
整数内の特定の位置にあるビットを取得します。そのビットに対応する0か1の整数が返されます。


	
Floor

	
Floor(Profit)

	
整数以外の数値式を最も近い整数に切り下げます。数式が整数に評価される場合、FLOOR関数はその整数を返します。


	
Log

	
Log(1)

	
式の自然対数を計算します。


	
Log10

	
Log10(1)

	
式の十進法の対数を計算します。


	
Mod

	
Mod(10, 3)

	
最初の数値式を2番目の数値式で除算し、商の剰余を返します。


	
Pi

	
Pi()

	
PIの定数値を戻します。


	
Power

	
Power(Profit, 2)

	
最初の数値式を使用して、これを2番目の数値式で指定された累乗にします。


	
Radians

	
Radians(30)

	
式を次数からラジアンに変換します。


	
Rand

	
Rand()

	
0から1の擬似乱数を返します。


	
RandFromSeed

	
Rand(2)

	
シード値に基づいた擬似乱数を返します。特定のシード値に対して、乱数の同一のセットが生成されます。


	
Round

	
Round(2.166000, 2)

	
数値式をn桁の精度で丸めます。


	
Sign

	
Sign(Profit)

	
この関数では、次のように値が返されます。

	
数値式が正数に評価される場合は、1


	
数値式が負数に評価される場合は、-1


	
数値式がゼロに評価される場合は、0





	
Sin

	
Sin(1)

	
数値式のサインを計算します。


	
Sqrt

	
Sqrt(7)

	
数値式引数の平方根を計算します。数式は、負数でない数値に評価される必要があります。


	
Tan

	
Tan(1)

	
数値式のタンジェントを計算します。


	
Truncate

	
Truncate(45.12345, 2)

	
小数部分を切り捨て、小数点から指定した数の桁数を返します。













文字列関数


文字列関数は様々な文字操作を実行します。これらは文字列に対して動作します。





	関数	例	説明
	
Ascii

	
Ascii('a')

	
シングル・キャラクタ文字列を、0から255までの対応するASCIIコードに変換します。文字式が複数の文字に評価される場合は、式の最初の文字に対応するASCIIコードが返されます。


	
Bit_Length

	
Bit_Length('abcdef')

	
指定した文字列の長さをビット単位で返します。各Unicode文字の長さは2バイトです(16ビットに相当)。


	
Char

	
Char(35)

	
0から255の間の数値を対応するASCIIコードの文字値に変換します。


	
Char_Length

	
Char_Length(Customer_Name)

	
指定した文字列の長さを文字数で返します。先頭と末尾の空白は、文字列の長さとして計算されません。


	
Concat

	
SELECT DISTINCT Concat ('abc', 'def') FROM employee

	
2つの文字列を連結します。


	
Insert

	
SELECT Insert('123456', 2, 3, 'abcd') FROM table

	
指定した文字列を別の文字列の指定した場所に挿入します。


	
Left

	
SELECT Left('123456', 3) FROM table

	
文字列の左側から、指定された文字数を返します。


	
Length

	
Length(Customer_Name)

	
指定した文字列の長さを文字数で返します。末尾の空白文字を除いた長さが返されます。


	
Locate

	
Locate('d' 'abcdef')

	
別の文字列での文字列の数値位置を返します。文字列が検索される文字列で見つからない場合、関数は値0を返します。


	
LocateN

	
Locate('d' 'abcdef', 3)

	
Locateと同様に、別の文字列での文字列の数値位置を返します。LocateNには、検索の開始位置を指定できる整数の引数が含まれます。


	
Lower

	
Lower(Customer_Name)

	
文字列を小文字に変換します。


	
Octet_Length

	
Octet_Length('abcdef')

	
指定した文字列のバイト数を返します。


	
Position

	
Position('d', 'abcdef')

	
文字式でのstrExpr1の数値位置を返します。strExpr1が見つからない場合、関数は0を返します。


	
Repeat

	
Repeat('abc', 4)

	
指定した式をn回繰り返します。


	
Replace

	
Replace('abcd1234', '123', 'zz')

	
指定した文字式の1つ以上の文字を、別の1つ以上の文字で置換します。


	
Right

	
SELECT Right('123456', 3) FROM table

	
文字列の右側から、指定した数の文字を返します。


	
Space

	
Space(2)

	
空白を挿入します。


	
Substring

	
Substring('abcdef' FROM 2)

	
固定文字数から元の文字列の新しい文字列を作成します。


	
SubstringN

	
Substring('abcdef' FROM 2 FOR 3)

	
Substringと同様に、固定文字数から元の文字列の新しい文字列を作成します。

SubstringNには、新しい文字列の長さを文字数で指定できる整数の引数が含まれます。


	
TrimBoth

	
Trim(BOTH '_' FROM '_abcdef_')

	
文字列から指定した先頭および末尾の文字列を削除します。


	
TrimLeading

	
Trim(LEADING '_' FROM '_abcdef')

	
文字列から指定した先頭の文字列を削除します。


	
TrimTrailing

	
Trim(TRAILING '_' FROM 'abcdef_')

	
文字列から指定した末尾の文字列を削除します。


	
Upper

	
Upper(Customer_Name)

	
文字列を大文字に変換します。













システム関数


USERシステム関数は、セッションに関連する値を返します。


サインインしたユーザーのユーザー名を返します。










時系列関数


時系列関数は、時間ディメンションを操作する集計関数です。


時間ディメンションのメンバーは、関数のレベル以下である必要があります。そのため、特定のレベル以下のメンバーを一意に識別する1つ以上の列を問合せに投影する必要があります。





	関数	例	説明
	
Ago

	
SELECT Year_ID, Ago(sales, year, 1)

	
現在の時間から過去の指定された期間までメジャーの集計値を計算します。たとえば、AGOを使用すると、現四半期の各月の売上および対応する1つ前の四半期の売上を生成できます。


	
Periodrolling

	
SELECT Month_ID, Periodrolling (monthly_sales, -1, 1)

	
x単位の時間から始まり、現在の時刻からy単位の時間で終わる期間のメジャーの合計を計算します。たとえば、PERIODROLLINGを使用して、現在の四半期前の四半期で始まり、現在の四半期後の四半期で終わる期間の売上を計算できます。


	
ToDate

	
SELECT Year_ID, Month_ID, ToDate (sales, year)

	
指定された期間の最初から現在の表示時刻までのメジャーを集計します。たとえば、この関数を使用すると、過去1年間の売上を計算できます。













定数


式で定数を使用できます。


使用可能な定数は、Date、TimeおよびTimestampです。





	定数	例	説明
	Date	DATE [2014-04-09]	特定の日付を挿入します。
	Time	TIME [12:00:00]	特定の時間を挿入します。
	TimeStamp	TIMESTAMP [2014-04-09 12:00:00]	特定のタイムスタンプを挿入します。











型


式では、CHAR、INT、NUMERICなどのデータ型を使用できます。


たとえば、式またはnullリテラルのデータ型を別のデータ型に変更するCAST式を作成する場合は、型を使用します。









オラクルの法律上の注意点について

コピーライトについて

Copyright © 1994-2016, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクルまでご連絡ください。

制限付権利について

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

アルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のアルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが非公開の試作版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のベータ・トライアル契約のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

[image: Oracleロゴ]

OEBPS/img/GUID-C7427491-92B0-470B-B8D8-C25B313E4F8A-default.gif
Drag data slements to add a fiter

» I jore Time Objects
£ Calendar Date
PerName Week
PerName Month

Perameiar ]

PerName Year
4 M Progucts

» I Hore Product Objects
Product Number

i)

Product Type
LoB

£ Brang

» M offices

» I8 Orders

4 W Base Facs

Drop Visualizations or Data Elements
Here






OEBPS/img/GUID-A2C58453-0F7F-455E-A3B9-DE14C5701C43-default.gif
Select a Table Add Connection

Connection Oracle 12¢ Database Connection 1

Tables ¢  Oracle 12c Database Connection 1

Oracle 12¢ Database Connection 2 a
Oracle 12¢ Database Connection 1

CTxsYS DBSNMP EXFSYS FLOWS_FILES

ORDDATA ORDSYS

< oK Cancel





OEBPS/img/GUID-7250373C-CE97-4B85-A6A5-116DFD9F03FB-default.jpg
Bar

Trellis Columns

IZ Trelis Rows

B3 values (v-Axis)

B category (x-Axis)

& coor

Ml size (wiatn)






OEBPS/dcommon/oracle-logo.jpg
ORACLE

Fusion Middleware
Oracle Data
Visualization2—#—X -
HA R





OEBPS/img/GUID-F104E81D-73A9-4196-85B2-C46DE8C77E48-default.jpg
Add Reference Line

Properties.

v Useas Master

Copy Visualization

Delete Visualization
-z us






OEBPS/img/GUID-B132F5F8-2184-4B70-B080-369EE680B4DB-default.jpg
Data Source - A-SS XSA 7 Fact Detail New Targets

Overview | Permissions

Users  Roles a  Selections Permissions

& tenantSadm
BlAdvancedContentAuthorUser BIAdvancedCe = Eul Contint

BIConsumerUser BIConsumerUser

BIContentAuthorUser BIContentAuthorUser

BiDatalodelAuthorUser BIDatabodelAuthorU






OEBPS/img/GUID-F706A8DE-CCEE-40EE-8116-9107ECED4FC8-default.gif
Assignment ID

an

a &  Selections

100010032550835.00 j






OEBPS/img/GUID-B442ACA4-DB34-46E7-9865-C1023CB46F90-default.jpg





OEBPS/img/GUID-514C5568-F89D-43A1-B11B-78F959107E3C-default.gif
Drillto Month, Offices
Dl

Keep Selected
Remove Selected
Add Reference Line
Properties.

Copy

Delete.





OEBPS/img/GUID-A4B17595-14CC-48AA-A48E-BCADB07F41E9-default.gif
Create New Data Source

From a File From Oracle Applications  From Database
‘Selectan Excel file containing ‘Selectan Analysis containing the ~ Select a database containing the
data you want to analyze by data you want o visualize. data you wanto visualize.

clicking the button above or
dragging the file into this window.

Cancel






OEBPS/img/GUID-A50C39C9-2BBC-47A9-8F1B-D580A6B6FFDB-default.gif
Project Properties

Color Series

v Default-Ata

Southwest

Continuot

Pastel

e

Duplicate Palette.






OEBPS/img/GUID-3F4F97BC-2BD6-4F54-8895-D7438E9416CA-default.jpg
© 0O

Data Sources

Revenue|

‘Search results containing
O, "revenue”

Visualize data using

3 Revenue
Y11 -Telco. Telco

4 Target Revenue

]

PrOjects

iption






OEBPS/img/GUID-ECFBD8F9-19E0-4AB0-9671-87F396DB8AD2-default.gif
M 4 I Revenue letrics (1)
3 Revenue
4 I Profit Metrics (1)
9 3 revenve
4 I Advanced Calculations (8)
3 Revenue
3 Full Quarter Revenue

3 Full Company Revenue
% 01 EUl Company Revenue.__






OEBPS/img/GUID-423B1D42-AB5E-4DB0-B9F3-23ADEE5B7CCB-default.gif
[ une

Trellis Columns

Trellis Rows

E3 values (v-Ads)

Revenue.

[ Category (X-Ais)
PerName Qir

& coor

Product

[ size qwictn)

Revenue by Per
-

=

=

=

&

-\

oK

Reverue

Product
W V5x Fip Phor

W compcel
1 Touch-Screer
W Keyltax S

W 1PEG Came

B 7 wegapie)
W_PocketFun £s)






OEBPS/img/GUID-CCBFC4D9-00D4-46E2-9F45-4C6F79B36009-default.jpg





OEBPS/img/GUID-064D8B20-DDEA-4EF9-80A3-BE3C90F34C47-default.gif
Upload a File

‘Source Name XSADImProducts_Dim_Lite_multisheet Fie XSADImProducts_Dim_Lite_r}
Descripton Uploaded from XSADImProducts_Dim_Lit “Sheet XSADim Products
XSADim Products
Product Number (Uncheckin uploa...  (Uncheckin fipioa.
XSA Dim Customers

Heasure Atribute. Atribute. o





OEBPS/img/GUID-3E46465B-2EB3-4AF0-83C3-F4794AEC676C-default.gif
Reload Data

Download Excel
Remove from Praject
Delete.

Add Data Source.

‘Source Diagram.






OEBPS/img/GUID-2017CEB1-7773-4B38-B3D8-70F9C1ACE527-default.jpg
nsight 1

Modems
arethe

nsight3
@ e ca-subankdepotsaw the
most sales.






OEBPS/img/GUID-7575EB44-D782-428F-9833-0C9A04FA2C51-default.jpg
Insight 1
Modems are the fop seller

Insight 2

We sold the most modems to
internais.

Insight 3.
‘The CA- Burbank depot saw the
‘most sales.

--—ies- elements to
Update

Edit
brizontal Bar

Trells Columns|

= Trellis Rows.

3 values (x-Axis)

Revenue






OEBPS/img/GUID-6681C810-D795-409B-A449-451E74AAAF92-default.jpg
i 9D [

Canvas Properties

‘Synchronize Visualizations

Refresh Data
Refresh Wetadata and Report
ResetColors

Revert

Debug






OEBPS/img/GUID-80FD35B4-773C-488D-92FD-5B24433BFF38-default.jpg
the 5

Trellis Columns

IZ Trelis Rows

B3 values (v-Axis)

B category (x-Axis)

& coor

Ml size (wiatn)






OEBPS/img/GUID-6A13D043-3032-4FCA-8309-6631BBF8091F-default.gif





OEBPS/img/GUID-9BC02E8F-B943-4629-8C02-DC0AFF38E189-default.gif
rellis Columns

Trellis Rows
A tem Type
sot » o oAbz
Create Fifter Zwoa
Delete. v None

Cat A





OEBPS/img/GUID-191D308F-6BDC-4AC0-A0A4-F6D895ECA7D6-default.gif
XSADIimProducts_Dim_Lite +
4 Product Num._, E A (Uncheckinu..,

7.00 Duplicate
2000 Convertto Text
700 Concatenate.
500

Condtional Group.
1500

Quantie
1400

Log
10.00

Power
12.00

jare Root

12.00 Sau
o0 Exponential
400 Create Column.
1200 Edit Column

16.00 Hide





OEBPS/img/GUID-F2943605-6B5B-4337-B9D7-F3B769F60422-default.jpg
@





OEBPS/img/GUID-D1633171-9895-47F9-9C4D-244A2B602A65-default.gif
Project Properties x
Color Series Detauit

Continuous Coloring






OEBPS/img/GUID-7D3DB92B-5C78-4905-A537-A5EB900B66BB-default.jpg





OEBPS/img/GUID-212CBB2D-AD79-4A8C-AD7D-ACCE4EF8FAEF-default.gif
Connections Add Connection

Selecta connection below to make changes or delete the connection.

T —— EI

S orace 12¢ Dtabase Comecton2

Close





OEBPS/img/GUID-1C542D71-9750-490B-98E6-809A8FC7E71E-default.gif
TR SRS B

o=
g el
A v Kim 30000 300
A -Neo 1272015 Billie 40000  4.00
# J 50000 500

| My Calculations srd
S At

000

o)

T5 - SA All B Match - no Mika

e

T6 - SA All $B Match - no Mika
Rep Rev  Bonus

e 50000 500

Joe 70000 700

Kim 90000 900

(i) 50000 (o]






OEBPS/img/GUID-22D4308A-CBC9-48FD-B263-EF9DA9B70BE9-default.gif
4 g compare Percentages
G-
© ponut

B trseman

> [E3 compare Explcit Values

> |7 anaiyze






OEBPS/img/GUID-E0D757CF-27C6-4E8F-88A4-381BE8C010BD-default.jpg
o 2015 USA Product Sales ) i B @

B e Drag data elemens to add a ffer
Modems are the top seller.

1h — =
Insight 2 |& Horzontaigar v [Revenue by category, item Type
We sold the most modems o 2
et Tt Couns
Insight 3 Trellis Rows Exepal
The CA-Burbank depot saw the
‘most sales. E3 Values (x-Axis)
z
Revenue 2 i
g
I category (v-Axis)
Category
Mobie
& coor
Jem Type o 200K 400K 600K 800K
:] Revenve
Insight 2

We sold the most modems to intemals.

Add Insight






OEBPS/img/GUID-CCC7E028-9C8E-4ABE-82CB-064118447285-default.jpg
2015 USA Product Sales

Revenue by Item Type

Insight 1
Modems are the top seller.

Revenue

Hem Type

W DVD Drive

B Hard Diive
Key Board

 Key Pad

W Hodem

i Mouse

9 Smart Phone
Speakers

I Tabet

 USBDrive






OEBPS/img/GUID-FEB76ACC-B801-4DD4-90C0-9C50AFD4D7DE-default.gif





OEBPS/img/GUID-8A19734E-65B9-44EE-A87A-95A25298D931-default.jpg





OEBPS/img/GUID-3DD96001-AFBE-45BF-87E6-5ED97AEA49F9-default.gif
4 [ A-sample Sales

»
4

»

B Time.

I Products.

» I Product Ragged Skipped L
» I Double Column Products

P2Product Type.
P3LOB

PO Product N
P5 Product Color
P6 Product Size
I Ofiices

I Sales Person

B Customers

B Orders

I Other Objects.

B Facs

4 [5] xsARevenue Projections

3 ProjectedDscnt

» I 1y Calculations
Q@ value Labels

o Target Revenue

Drag data elements to add a filter

Horizontal Stacked v

Trellis Columns

= Trellis Rows

TargetRev by P1 Product, P4 Brand

7 Megapivel Digtal Camera, BizT.
7 Megapivel Digtal Camera, Hom.

Bluetooth Adaptor, FunPod

CompCell R, BizTech

CompCellRX3, HomeView

‘Game Stafon, FunPod

HomeCoach 2000, BizTech

"HomeCoach 2000, Home\View

nstal, FunPod

Keylax S-Phone, BizTech

Keylax S-Phone, HomeView

LCD 36 Standard, FunPod

LCD HD Television, BizTech

LCD HD Telvision, Home\View

1P3 Speakers System, FunPod

MPEG4 Camcorder, BizTech

MPEG4 Camcorder, HomeView

Maintenance, FunPod

MaxiFun 2000, BizTech

MaxiFun 2000, HomeView

MicroPod 60Gb, FunPod

Plasma HD Television, BizTech

Plasma HD Television, Home\View

PocketFun ES, FunPod

‘SoundX Nano 46,

‘SoundX Nano 4Gb, FunPod

Touch-Sereen TS, BizTech

Touch-Sereen TS, HomeView

¥

P Product, P4 Brand

1






OEBPS/img/GUID-CA2E3B54-8B9D-445D-AEFD-E5E3C792ECAD-default.gif
Select an Analysis

‘Source Name Customer Watch Type Analysis

Description Upload from analysis Customer Watch.

Action salesAccount  +/ Enterprise Quarter  Open Revenue Closed Revenue
Aribute Aribute [F] noute Measure Measure
Aribute sum sum
009997550793903 Measure 201604 000
000997550480251 CUSTOMER_102319... 201604 39,000.00
I ®
Add Data Source  Cancel






OEBPS/dcommon/oracle-logo.jpg
ORACLE

Fusion Middleware
Oracle Data
Visualization2—#—X -
HA R





OEBPS/img/GUID-154E067F-3059-4B6F-AF54-CBDC47825F4E-default.jpg
Selections Permissions

& BContentAuthorUs_ Read

BI Content Author No access 2
Moty

Read

No access






OEBPS/img/GUID-3A0AC276-84F5-4E30-B44C-FA7B3C96AB9F-default.gif
Properties.

Color b Series (Product Number)
Copy Visualization Data Point (Connect)
Delete Visualization ResetVisualization Colors

Canvas Layout






OEBPS/img/GUID-019614D7-6CDF-4DB2-BA64-49F85762DF75-default.gif
Bar  StackedBar HorzontslBar Horizontal

Stacked
Scatter Line Area Combo
Scater (Cat) _ Stacked P Donut

Scater (Cat)

Pivot

Radarline RadarArea  RadarBar  Tag Cloud

Tie





OEBPS/dcommon/oracle.gif





OEBPS/img/GUID-2D696BAB-E78C-40B9-92B7-00A7A5592BA0-default.jpg
© 0 ©

Data Sources
Data Sources
Al SubjectArea

Name Ouner
XSA 1 fiom B-SampSales
Uploaded from XSA 1 from B-SampSales.xlsx. weblogic
ASS XSA 3 Fact Detail Targets "
Uploaded from A-SS XSA 3 Fact Detail Targets xlsx. e
(Dim) Products - 2char
Uploaded from XSA $-# % & (DIm) Products - 2charxisx.  "eblogic
'SC VA - MyCorp Workforce Data 2012-2014 "
Uploaded from MyCorp Workforce Data 2012-2014 xlsx. ~ Weblogic
Gym Group Exercise .

Uploaded from Gym Group Exercise xlsx.

Dsta Storage: SMB of 20GB used, 967.5K selected

Academy

Modified

5 days ago

5 days ago

5 days ago

5 days ago

6 days ago

Add XSA
Q
Size Actions
967.5KB.
Inspect
Create VA Project
Create Analysis
Download Excel
Reload Data
Delete.
92K o3

-l






OEBPS/img/GUID-26EE0447-3F94-4F12-BAD9-CB2CC2EEFCD2-default.gif
Manage Color Assignments

‘Series Color Palette Default
4 series Value Labels

W Prosuasmne

Reset Series Colors.





OEBPS/img/GUID-AEF06457-B232-4647-992D-8D8A82766C4B-default.gif
Connections

‘Select a connection below to make changes or delete the connection.

Search

& Connections

& Connection 1






OEBPS/img/GUID-801515A5-0371-4C72-853F-8C15428225F0-default.gif
Select a Table
Source Name LOCATIONS Type Database Table
Description Created from table LOCATIONS. Query Mode Live
LOCATION_ID STREET_ADDRESS ~ POSTAL_CODE ey STATE_PROV
Measure Aftibute Aftibute Aftibute Aftibute -
sum
1000 1297 Via Cola di Rie o0e8e Roma
1100 03001 Calle dellaTesta 10934 Venice
1200 2017 Shinjuku-ku 1689 Tokyo Tokyo Prefectu
1300 9450 Kamiya-cho 6823 Hiroshima
1400 2014 JabberwockyRd 26192 Soutniake Texas.
1500 2011 Interiors Biva 20236 ‘South San Francisco California
1600 2007 Zagora St 50000 ‘South Brunswick New Jersey
: I, e, — - )

< Add Data Source  Cancel





OEBPS/img/GUID-4CC69379-AB53-44FA-BFC8-7CFB2B2D11E0-default.jpg





OEBPS/img/GUID-E59DBD51-1745-4319-A8CA-0C009E177897-default.gif
T1- Source A

Invé
IN-1
IN-2
IN-3
IN-4
IN-5
IN-6
N7

Date

1112015
112015
112015
11212015
1212015
1212015
1312016

Rev

100.00
200.00
300.00
400.00
500.00
600.00
800.00

T2 - Source B ull

Invé
IN-1
IN-2
IN-3
IN-4
IN-5
ING
N8

Rep Bonus
Bilie  1.00
Joe 200
Kim 3.00
Bilie  4.00
Joe  5.00
Kim 6.0
Mika 800

&





OEBPS/img/GUID-84F6CE41-2D2C-45D0-8C97-BCD804243648-default.jpg





OEBPS/img/GUID-85F9FA40-4662-4C94-AB30-FEF44765839B-default.gif
Revenue by Depot

Drag data elements to add a fiter






OEBPS/img/GUID-E28ED16C-C964-4387-9E34-F9F89665EE95-default.jpg
Data Source - XSADimProducts_Dim_Lite

Ovenview
Properties Columns(6)
Name XSADimProducts_Dim_Lite Name. Type  TreatAs
Last Updated 912212015, 6:15:18 PM ProductNum... [ Weasure
Ouner weblogic (Uncheckin... [ Afibute
Description  Uploaded from (Uncheckin... [ Afibute Taxmum
XSADimProducts_Dim_Lite xisx. | Count

XNewPType [}  Aftribute Count Distinct
XNewloB [ Atibute
XNewBrand [ Atibute






OEBPS/img/GUID-D5922460-9C02-4E24-A521-751FDE5AF484-default.jpg
Connect Sources.

“This connection will

Match columns
External Star - Electr

Per Month

Add Another Match

x

Extend a Dimension

A-Sample Sales

Select Column x

A-Sample Sales
1 Time.

» I Altemate Calendars
» I Julian Cal

» I Fiscal Cal

» I ore Time Objects.
T01 Per Name Week

e

[702 Per Name Montr

T03 Per Name Ot
To4 Per Name Halt
T05 Per Name Year
» I Products.

External Star - Ect.

External Star - Ectro.






OEBPS/img/GUID-6F80961D-FB55-45AF-A40E-97D4773DF242-default.jpg
Discount Amount, Revenue by Product, Order Type El
165,447.49 (Discount Amount)






OEBPS/img/GUID-34A253EB-B2F5-4C54-9D1B-BCDE6BB299D2-default.jpg
[z

Clear Al Filter Selections
Remove Al Fitters

Add Expression Filter

v Auto-Apply Filters.






OEBPS/img/GUID-B8056354-F36F-4DDC-9E09-B98B2660BBA2-default.gif
o Untitled

PCW16 D tems
2 temid Drop here to add a fiter

A0S

A fem Type
A tem Name
1 RRP

B 1y Calculations

@ Value Labels






OEBPS/img/GUID-656C5708-D105-441B-A4F5-BB0D4993771C-default.gif
o Revenue by Product 'S i b @ T
XSADimProducts_Dim_Lite © Clickhere or drag data elements to add a fiter
PCW1S Sales XsADimProducts_pim_Lite [7]
XSADimProducts Dim_Lite leckinu.. A (Uncheckinu..  AXMNey
POWIS Sales xelDigialCa... Camera Camera
2000 Bluetooth Adaptor Accessories Augio On

15.00 HomeCoach 2000 Fixed Educati






OEBPS/img/GUID-5B295969-5C1C-427B-95C4-F6C8DB8892E5-default.gif
Select an Analysis Add Connection

© [eomesiont ]

Ana  Connection 1

Connections a

Connection 1

‘Shared Folders






OEBPS/img/GUID-8E84D261-4A59-4DBF-B2F2-DA4BBC65C29B-default.gif
Assignment ID

a & Selections

100010032550835.00

300100060370409.00






OEBPS/img/GUID-3D78537E-AD05-4841-B052-72FCE68D8315-default.png
© Revenue by Per Name Qtr, Product

AlPer Name Qtr Al Product






OEBPS/img/GUID-BD78493D-FBDA-40C6-97C9-BEF01FFFC6BE-default.jpg
Insight 1

Sales for the winter 2015 tmefame
were higher than usual |






OEBPS/img/GUID-874FAC63-3AB6-44E7-82F0-7CD09AD332FC-default.gif
ue by Per Name Qtr, Product © all W

Keylax S-Phone
W MPEGE Camcorder
I 7 Megapbcel Digtal Camer
W PocketFun £

MaxFun 2000






OEBPS/img/GUID-AD9A31F1-EF8E-4FC4-8553-E576B52D978F-default.gif
Create New Data Source

From a File From Oracle Applications  From Database
‘Selectan Excel file containing Selectan Analysis containing the ~ Select a database containing the
data you want to analyze by data you want o visualize. data you wanto visualize.

clicking the button above or
dragging the fileinto this window.

Cancel





OEBPS/img/GUID-65CD21D9-CFF2-48C8-8CAC-D38F4811BC11-default.jpg
Revenue by Per Name Qtr, LOB.

150

P
H

o

amor  mmwoz  awmas

T

90

sz mway
For e i

090

2001

e

2061

EI)

o8
B Conmncaton
= Dot

= Eecuonics

- Games

m servces
aw






OEBPS/img/GUID-2BE8F96B-A541-4960-A685-47F9FB2ECA0F-default.gif
‘Add Data Source Create New Data Source

SubjectAreas | Data Sets

A-SampleSales  B-SampleSales  Retail Analfics  Sample Sales Lite

Sample Targets Lite  StockTickData  U-Usage Tracking X - Aiines Delay

X-Aifines Traffic  Y10-Movies Demo Y11 -Bilings and Y11 -Telco
Bookings

AddtoProject  Cancel






OEBPS/img/GUID-B40FFAE9-6761-4B2A-8FF3-EA8D7F28BFFC-default.gif
Product Number by X New Brand

Connect

Entertainment

Bl

oK






OEBPS/img/GUID-1F6068C4-1AD8-4EDD-80F0-C9EC8F8FB795-default.gif
T7-SAMatch SBAIl--No3Jan T8 - SA Match SB All -- No 3Jan T3 - SA Match S8 Al

NodJan

bu ey v e oo [ [ o [ [
s s 0w 100 e swor a00 s 5000 510
o 2000 210 a0 e 00 70

122015 Bille 40000 400
Joo 50000 500

» Iy Calculatons

Pl S Km 60000 600

T wra () 800]





OEBPS/img/GUID-8DC4E728-7825-4E27-BA6D-54859E5577DF-default.jpg
) -
¥ i 4
V.
Revenue by Per Name Gtr, LOB
4,981,065.54 (Revenue)

700K

[ |

s00K

400K

||
- =
- B -
En=nl

100K

0

2008Q1 200802 200503 2005Q4 200901 200902 200903 200904 2010Q1 201002 2010Q3 2010Q4

Discount Amount, Revenue by Product, Order Type
165,447.49 (Discount Amount)






OEBPS/img/GUID-045EA7D3-8FE6-4DD0-9910-AE08C73E859A-default.gif
2]






